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捻学雑

大
法
官
の
常
設
園
際
私
法
委
員
会
の
第
七
報
告
書
は
-
九
六
三
年
三
月
に
突
園
験
会
に
提
出
さ
れ
た

t
v
そ
の
報
告
書
は
住
所
法

に
つ
い
て
の
国
際
私
法
安
員
会
の
第
一
一
の
報
告
書
で
あ
り
、
四
+
カ
月
の
長
い
審
議
期
間
を
経
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
公
刊
は
英
国

法

住
所
訟
の
最
近
の
改
正
動
向
を
知
ろ
う
と
す
る
者
忙
し
と
司
て
絶
好
の
資
料
を
提
供
す
る
。

一
九
五
八
年
と
五
九
年
に
貴
族
院
の
審
議
を

戸

還
じ
て
住
所
法
改
正
の
気
逗
は
盛
り
上
が
勺
た
の
で
あ
る
が
、
住
所
法
案
の
議
会
審
議
は
中
絶
し
て
、
ィ
ン
グ
ラ
ン
ド
住
商
法
は
信
用

神

ま

ち
第

七
報

喜
の
予I
行

'" よ
っ
て

E 
の
気
遣

が
ふ
た

"ヒび
活
気
づ
け
ら
れ
る

と
}ま

お
そ
ら
く
あ
る

ま

と
恩

わ
れ

る《
2
v
b

国
際
私
法
委
員
会
の
付
託
条
件
は
次
の
ご
と
き
で
あ
る
。

「

H 

最
返
鎗
会
で
な
さ
れ
た
二
つ
の
住
所
法
案
に
対
す
る
反
対
に
照
ら
し
て
、
委
員
会
の
第
一
報
告
書
に
含
ま
れ
た
住
所
法
改
正
の

勧
告
を
言
考
す
る
こ
と
。

同

住
扇
法
の
目
的
上
、
既
婚
婦
人
を
成
年
そ
の
他
の
能
力
者
と
同
じ
地
位
に
置
く
法
の
変
更
か
ら
期
待
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
法



上
の
困
難
を
回
避
す
る
た
め
、

い
か
な
る
規
定
が
要
求
さ
れ
る
か
を
働
&
ロ
ず
る
こ
と
己

報
企
回
奮
は
宇
砲
の
二
つ
の
事
項
を
別
々
に
取
り
扱
勺
て
い
る
。
右
の
事
主
に
関
し
て
国
際
私
法
委
員
会
の
第
七
報
告
書
の
内
容
を
考
黍

す
る
た
め
に
は
第
七
報
告
書
の
付
託
条
件
に
指
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
震
員
会
の
第
一
報
A

門
書
お
よ
び
第
一

-
第
二
の
住
所
法
案
に
よ
る

書
法

皇
の

童

日
を
厩
♂ミ
る
必
要

あ
ろ

本
稿

首
際
私

量
員

喜
七
孝頭

書
あと

至
る

速
の
住
所
法
改

動

き
を
検
討
し
、
も
っ
て
最
近
の
英
国
住
所
法
改
正
の
動
向
を
明
ら
か
に
す
る
。
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国
際
私
法
委
員
会
第
一
報
告
書

住

所

法

一
九
五
二
年
九
月
に
大
法
官
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
た
周
際
私
法
委
員
会
の
最
初
の
成
果
左
し
て
、

一
九
豆
困
年
二
月
に
そ
の
第
一
報

告
書
が
提
出
さ
れ
た
が

T
Y
委
員
会
は
こ
こ
に
野
心
的
に
も
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
衝
突
法
の
中
心
概
念
た
る
住
所
を
取
っ
た
。

委
員
会
は

そ
の
一
般
的
な
付
託
条
件
と
し
て
次
の
事
み
恨
の
検
討
が
要
求
さ
れ
た
。

「
特
に

4
a
E
B
E
4
〉一

s
i
c
s
官
深
草
]
〉
一

C
M
S
お
よ
び
同
民
自
弓

4
F
Z
G。
包
別
語
丘
岡
島
自
民
司
【
窃

ωC}
〉
の
畑
島

の

判
決
を
考
慮
し
て
、
住
所
に
関
す
る
法
に
お
い
て
と
ん
な
修
正
が
望
ま
し
し
か
、

お
よ
ひ
、
委
員
会
が
住
所
法
に
お
い
て
勧
告
す
る
い

な

主
化
に

照
ら
し
有

吉
政
府

富
法

皇

E 
の
聞
の
低
触
を
規
律
す

た
め
の
条

草
の
当

首
長
る

29 

と
が
望
ま

L
い
で
あ
ろ
う
か
。
」
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住
所
法
の
改
E
に
関
す
る
委
員
会
の
第
一
報
告
書
は
第
七
商
ハ

1
グ
一
国
際
私
法
会
識
に
お
け
る
英
国
代
表
チ
品
シ
ア
の
生
み
お
と
し

た
も
の
で
あ
る
と
言
わ
れ
る

2
y

一
九
五
一
年
の
第
七
四
ハ

l
グ
国
際
忍
法
会
議
で
オ
ラ
ン
ダ
代
表
メ
イ
ク
ャ
ズ
は
反
教
の
下
草

実

主
備

た

反
致

表
現
を

寝
ゃ

な
解
放

て

! 
住
所

書
問

題
高
律
す

め

条

約
客
一
が
成
立
し
た
《
s
v
q

と
の
条
約
案
成
立
の
過
程
に
お
し
て
〆
イ
ジ
ャ

1
ズ
は
ζ

の
案
が
実
際
よ
可
能
で
あ
り
問
題
解
決
の
よ
い
方

法
で
あ
る
こ
と
を
チ
手
シ
ナ
に
説
得
し
た
。
チ
忌
シ
ア
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
住
所
概
念
は
常
居
訴
に
基
づ
く
大
陸
の
概
念
に
近
づ
こ
う

と
し
て
い
る
と
と
を
保
証
し
た
7
ヨ

英
国
が
こ
の
条
約
に
加
入
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
準
備
と
し
て
、
条
約
第
五
条
に
定

し
か
し
、

xv宣

め
る
住
所
の
定
義
、
す
な
わ
ち
、
「
こ
の
条
約
に
い
え
最
と
は
人
が
常
時
居
住
す
る
場
所
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
住
扇
が
他
の
者
の

誌

住
所
ま
た
は
官
庁
の
所
在
地
に
従
属
す
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
こ
の
限
り
で
な
い
」
の
規
定
と
の
関
連
で
英
国
住
所
法
を
改
正
す
る
こ

維

と
が
必
要
で
あ
る
。

学

ヨ
1
ロ
ν
パ
大
陸
お
よ
び
イ
ン
グ
ラ
ン
下
の
住
所
概
念
は
と
も
に
共
湿
の
趨
源
を
持
つ
。
住
所
が
裁
判
管
轄
権
と
法
遊
択
の
基
礎
左

法

元
来
、
教
会
裁
判
所
の
管
轄
権
、
す
な
わ
ち
、
人
の
身
分
、
婚
姻
訴
訟
、

お
よ
び
、

な
る
た
い
て
い
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
の
事
項
は
、

戸

遺
量
固
ま
た
は
無
遺
言
の
死
亡
に
際
し
て
の
動
産
の
管
理
で
あ
勺
た
す
vo

住
所
の
コ
モ
ン
ロ
ー
概
念
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
土
着
で
は

神

な
く
、

ロ
マ
法
と
そ
の
近
代
的
慣
用
か
ら
カ
ノ
ン
法
を
通
じ
て
来
た
nsヨ
Z
V
R
W向
d
q

国
己
日
夜
7
v
に
お
い
て
、
大
法
官
チ
ェ
ル
ム

ス
フ
ォ
ト
刻
は
言
う
、
一
問
題
は
一
八
一
七
年
か
ら
一
八
三
四
年
ま
で
の
長
U
問、

か
れ
の
本
原
住
所
を
明
ら
か
に
放
棄
し
た
造
三
百
者
は
、

新
し
い
住
所
を
イ
ノ
グ
ラ
ン
ド
に
取
得
L
な
か
勺
た
か
で
あ
る
。
こ
の
住
所
は
事
実
上
、
取
得
さ
れ
た
と
と
に
は
ほ
と
ん
ど
疑
い
は
な

u、。

か
れ
の
居
所
の
性
質
お
よ
び
大
陸
か
ら
の
か
れ
の
絶
え
ぎ
る
帰
還
は
そ
の
居
所
を
学
説
禦
築
の
住
新
の
定
義
官
三

す
な
わ
ち
、

『
け
だ
し
、

か
れ
が
旅
に
あ
る
と
き
は
外
国
に
あ
る
と
み
な
き
れ
、
帰
っ
て
来
る
と
異
国
に
い
る
こ
と
を
や
め
る
』
(
己
目
待
自
国
胃
守

pssap唱
3
雪
5
3
乱
含
宮
町
也
君
主
国

E
民
百
4
5自
』

E
骨
E
一
"
)
に
完
全
に
も
た
ら
す
」
と
。



大
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T 
イ
ン

グ
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ン

法
の

ま
は

共
通
の

君
主
つ
止
し
て
も
現
在
両
者
ヵt
相

手
る
の
tま
イ
ン
グ
ラ
ン

t亡
お
け
る
fi 
m 

権
念
の
特
殊
な
発
展
に
基
づ
く
の
で
あ
り
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ト
法
の
佳
訴
は
多
く
の
学
者
に
よ
弓
て
批
判
さ
れ
て
き
た
写
v
o

国
際
私
法

委
員
会
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
の
佳
読
は
つ
一
つ
の
重
大
な
欠
陥
」
が
あ
る
と
認
定
し
た
ロ
そ
の
欠
陥
は
、
第
F
に
、
本
源
住
所
に
付
せ

ら
れ
る
過
度
の
重
要
性
で
あ
り
、
第
一
一
に
、

住
所
を
変
更
す
る
意
思
の
E
切
に
伴
う
困
難
で
あ
勺
て
a
y
、

上
記
付
託
条
件
の
二
つ
の

判
決
が
と
れ
を
例
証
す
る
。
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ウ
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官
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一
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折
茂
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「
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ギ
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ト
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イ
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、
法
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協
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徳
七
八
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四
号
@
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MAP-S
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五
九
年
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一
七
八
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辱
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シ
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シ
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し
た
治
、
ス
ヨ
ァ
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ド
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本
譲
住
所
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一
八
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岡
年
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八
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七
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年
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三
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、
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う
た
。

《

4v

ハ
5 

《

6
u

〈

8
)

「
そ
し
て
名
人
は
な
に
も
時
ぴ
求
め
な
い
左
き
は
ふ
た
た
び
立
ち
会
r
り
な
い
意
思
で
‘

auれ
の
か
ま
ど
と
家
財
を
筆
、
と
こ
ろ
に
か
れ
の

住
扇
を
符
っ
と
L

と
は
疑
い
が
な
い
、
け
だ
し
、

aれ
が
旅
に
あ
る
と
き
は
外
国
民
あ
る
と
み
な
さ
れ
帰
っ
て
く
る
と
異
国
に
L
る
と
と
を
や
め
る

か
ら
で
あ
る
J
(宮
山
吉
一
。

a
B
Z
8
圃
宮
崎
三
宮
匠

W
湾

e
p品目
Z
B
畏
歯
舞
易
事
前

F
R
Z
Z
a邑
-

U勾
芦
智
雪
百
回
長
官
画
担
旨
包
長
隠

a
E
V
E
L
F
E号
E
当

E聞
き
岳
雷
同
舎
の
健
局
長
園
日
自

Z
"
g
n
F
E
Z皆

2
日

胃
d
宵
E

Z
宮
毘
鳴

E
E
4
E
a
z
a
g
但

HaEP

噌
民
地

a
E
E
Z日
仏
E
Eけ
)
。
己
百
円
尚
一
言
活
吋
宍
戸
伺

E
E
5
5
9
S
R百
冊

E
g
口
事
自

F
E肖
B島
8
巳

E
F
d吋
nLPω
亘

色
』
毘

g
M
U
S
住
所
の
定
義
に
守
護
神
岡

U95
が
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
ロ
マ
人
の
ラ
ア
レ
ス
は
ギ
り
シ
ア
人
の
守
霊
す
な

わ
ち
ダ
イ
モ
ン
含
す
S
唱
で
あ
っ
て
、
死
し
て
神
に
ま
つ
ら
れ
た
人
聞
の
盆
魂
を
窓
味
ナ
る
。
家
屋
の
削
に
氏
神
や
守
護
神

AMま
つ
ら
れ
、
祖
先
を

ま
つ
る
た
め
に
か
ま
ど
の
火
が
た
か
れ
た
。

ハ
9
〕

ワ

AZ
ル
フ
は
イ
y
グ
ラ

Y
Vの
住
斎
理
論
を
批
判
し
そ
の
欠
陥
と
し
て
、

H
本
志
位
訴
の
歩
定
方
法
、
同
本
源
住
震
緯
脇
の
困
齢
妹
、
回
本

源
住
斎
復
活
の
建
輪
、
同
選
定
住
粛
は
恒
久
的
居
住
の
意
図
思
主
要
す
る
と
の
原
則
、

ω委
は
独
手
生
活
の
資
格
あ
る
と
き
で
も
夫
の
住
所
を
と
も
に

す
る
と
の
厳
格
な
規
則
そ
の
他
を
指
鵠
す
る
・
芦
吉
良
子
一
目
指

E
5
2
2一色
E
毛
同
M
E
a
-
8当
者
二

M
Z
チ
エ
シ
ア
も
イ
シ
グ

ラ
ン
ド
住
宗
概
念
の
不
自
然
、
不
確
実
さ
、
本
穂
住
所
復
活
理
論
の
木
合
理
を
批
判
す
る

o
c
n
o
v
島
5
E
S
Z
Z
3
2
E
-
E
F

吋
仔
乱
』

s
m
M
M調γ
エ
タ
志
子

ハ
ゆ
〕
司
屋
"
同

8
2
r
宮
gτ@



ウ
ィ
ナ
ン
ズ
事
件
の
事
実
と
し
て
、
ウ
ィ
ナ
ン
ズ
氏
は
一
八
二
三
年
に
合
衆
国
に
出
生
τ
五
O
年
ま
で
そ
こ
で
事
業
に
従
事
。
五

O

竿
と
豆
九
年
の
問
ロ
シ
ア
で
働
き
そ
の
地
で
英
国
婦
人
と
婚
姻
ロ
六
O
年
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
プ
ラ
イ
ト
ン
で
財
産
賃
借
権
を
え
、
ム
ハ
O

年
か
ら
七

O
年
ま
で
の
実
行
は
プ
ラ
イ
ト
ン
で
冬
の
四
カ
月
、

残
り
を
ロ
シ
ア
で
過
ご
す
。
七

O
年
か
ら
八
一
一
一
年
ま
で
毎
年
大
半
を
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
で
、
残
り
を
ロ
シ
ア
と
ド
イ
ツ
で
過
ご
す
。
八
一
二
年
に
ロ
シ
ア
訪
問
を
や
め
、
次
の
十
牛
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、

ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
お
よ
び
ド
イ
ツ
で
過
ご
し
、
九
一
一

E
ー
か
ら
九
七
年
の
死
亡
ま
で

f
ン
グ
ラ
ン
ド
に
の
み
住
ん
だ
。
こ
の
事
実
に
基
づ
い
て
、
間

題
は
ウ
ィ
ナ
ン
ズ
氏
が
死
亡
当
時
な
お
か
れ
の
本
務
住
所
を
保
持
し
た
か
、

ま
た
は
、
選
定
住
扇
を
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
取
得
し
た
か
で

英国住所法改正¢動向〈商費〉

あ
勺
た
。
後
半
生
三
十
七
年
間
居
住
の
事
実
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
仲
間
所
の
た
め
非
常
に
強
い
推
定
を
も
た
ら
す
が
、

か
れ
の
意
思
に
つ
い

て
な
ん
ら
直
也
震
の
証
拠
は
な
い
。

マ
ヴ
ク
ノ
1
ト
ン
卿
は
ウ
ィ
ナ
ン
ズ
氏
の
希
望
、
計
画
お
よ
び
生
活
様
式
を
詳
細
に
分
析
す
る
。
健

康
の
注
意
の
ほ
か
、

か
れ
は
人
生
に
一
一
つ
の
目
標
、
寸
な
わ
ち
、
ポ
ル
チ
号
ア
に
船
隊
を
建
造
す
る
こ
と
お
よ
び
ボ
ル
チ
モ
ア
に
大
尉

産
を
つ
く
る
ζ

と
を
掲
げ
た
。
か
れ
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
一
二
十
七
年
間
生
活
し
た
の
は
か
れ
の
計
画
が
実
現
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
か
れ
は
英
国
ん
と
ほ
と
ん
ど
交
わ
ら
ず
に
爾
離
し
て
生
活
し
た
。
か
く
て
、

マ
ッ
ク
ノ

1
ト
ン
卿
は
ワ
ィ
ナ
ン
ズ
氏

は
ア
メ
リ
カ
の
本
藷
住
所
を
失
わ
な
い
と
結
論
し
て
言
う
、
「
全
体
K
L
て、

ゥ，
q

ナ
ン
ズ
氏
は
か
れ
の
ア
メ
り
カ
住
所
を
放
棄
し
て
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
に
つ
い
に
定
住
す
る
固
定
し
た
目
的
を
か
つ
て
形
成
し
た
と
の
結
論
に
達
す
る
と
と
は
で
女
な
い
。
恩
う
に
、
最
後
ま
で

か
れ
は
ア
メ
り
カ
に
帰
勺
て
か
れ
の
大
計
画
か
閥
姶
す
る
の
を
見
る
期
待
左
希
望
を
持
っ
た

av」
主

本
件
で
は
ア
メ
り
カ
人
隠
退

者
ウ
ィ
ナ
ン
ズ
民
の
財
産
は
、

か
れ
が
死
亡
の
時
ま
で
外
国
に
本
源
住
所
を
有
し
た
た
め
、
遺
贈
税
を
支
払
わ
な
か
っ
た
。
貴
族
院
は

三
対
-
の
多
数
で
、
信
用
一
審
の
二
名
の
判
事
お
よ
び
控
訴
裁
判
所
の
三
名
の
判
事
の
判
決
を
破
棄
し
た
。

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
他
の
ラ
ム
ゼ

l
事
件
に
お
い
て
、
ジ
ョ
ー
ジ
ポ
1
イ
ー
は
一
八
四
五
年
に
グ
ラ
ス
ゴ
ウ
に
出
生
。
士
一
十
七

お

才
の
と
き
旅
宿
ー
と
し
て
の
仕
事
を
や
め
、
生
謹
も
う
働
か
な
い
。
九
一
一
年
に
リ
パ
プ
ー
ル
に
移
り
、
兄
の
恩
患
で
下
宿
し
、

九

= 



3地

年
克
の
死
亡
後
は
そ
の
家
に
移
住
し
て
二
七
年
に
死
亡
す
る
ま
で
そ
こ
に
と
ど
ま
っ
た
。
か
れ
は
三
+
六
年
間
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
住
み
、

そ
の
間
二
回
だ
け
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
離
れ
た
が
、
決
し
て
ス
コ

y
ト
ラ
ン
ド
に
帰
ら
な
か
っ
た
。
貴
族
院
に
一
お
い
て
、

パ
ッ
ク
マ
ス
タ

ア
卿

auも
て
ン
パ
ー
ト
ン
卿

S
》
も
ワ
ィ
ナ
ン
ズ
事
件
に
お
け
る
マ
ツ
タ
ノ
ト
ン
婦
の
曾
菜
、
す
な
わ
も
、
「
本
源
住
所
を
変
更
す
る

意
思
は
無
関
心
の
態
度
ま
た
は
多
年
移
転
し
よ
う
と
恩
わ
な
い
ζ
i
と
か
ら
は
推
論
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
」
を
む
周
し
て
そ
れ
に
賛
成
L

た
ο
ボ

イ

が

ス

コ

γ
ト
ラ
ン
ド
の
本
源
住
所
を
変
更
し
た
乙
と
の
置
騒
が
な
さ
れ
ず
、
そ
れ
ゆ
え
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
上
有
効

な
自
筆
証
書
が
一
女
持
さ
れ
た
が

一
つ
の
判
決
が
他
の
判
決
に
影
容
し
た
の
で
あ
る
。

玄咽

本
源
住
所
の
草
有
す
る
重
要
性
は
、
新
し
い
住
罰
を
取
得
L
な
い
で
遷
定
住
面
対
放
棄
さ
れ
る
と
き
は
つ
ね
に
本
源
住
訴
が
自
動
的

誌

に
複
活
す
る
こ
と
、

選
定
住
読
が
木
源
住
所
に
代
わ
る
に
必
嬰
な
証
明
の
積
極
的
な
性
質
の
結
果
で
あ
る
。
住
所
を
変
更
す

お
よ
び
、

雑

る
意
思
の
証
明
に
伴
う
困
難
は
、
部
分
的
に
は
本
源
住
所
の
強
き
に
基
づ
き
、
部
分
的
に
は
、
裁
判
所
。
か
期
聞
の
い
か
ん
を
関
わ
ず
、

学

任
意
の
居
住
か
ら
佳
薪
の
取
得
を
認
定
す
る
ζ
之
を
掻
む
ζ
左
に
基
づ
く
。
裁
判
所
は
、
そ
の
住
所
を
問
題
と
す
る
人
が
翠
定
住
所
を

法

取
得
し
7た

主
張
す

主
域
に
占• u、
て
居
住
す
る
の
を
止
め
る
L 
か
な

i 
i 
'c 
な
L 

と
に
得
心

" し、
ぐ

と
を
求
め
る

戸

こ
の
探
求
は
本
来
不
確
実
で
あ
宅
て
、

し
ば
し
ば
そ
の
結
果
は
予
見
で
き
な
い
。
委
員
会
は
そ
れ
が
不
便
、
長
期
の
高
価
な
審
理
お
よ

神

ぴ
実
務
家
が
確
信
あ
る
助
言
を
与
え
え
な
い
結
呆
を
も
た
ら
す
こ
と
を
強
調
し
た

avQ

二
つ
の
重
大
な
欠
陥
の
い
ず
れ
か
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
も
た
ら
す
困
難
の
ほ
か
に
、
そ
れ
が
結
合
し
て
、
英
国
が
住
所
続
念

を
含
む
国
際
私
法
統
一
の
た
め
の
い
か
な
る
園
際
条
約
の
当
事
固
と
な
る
こ
と
を
も
妨
げ
た
。
大
陸
の
佳
所
概
念
が
一
般
に
常
居
所
を

意
味
す
る
概
念
に
と
P
ま
勺
て
い
る
S
》
の
に

十
九
世
紀

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
概
念
は
重
大
な
欠
陥
左
認
定
さ
れ
る
誌
弁
に
よ
勺
て

の
英
帝
国
建
設
者
に
便
宜
を
提
供
し
た
。

ζ

の
欠
陥
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
特
有
で
あ
り
「
国
際
私
法
統
一
の
た
め
の
主
た
る
障
害
は
、

こ
れ
愛
で
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
住
所
概
念
が
い
か
な
る
他
国
の
住
所
に
つ
い
て
の
考
え
と
も
真
に
調
和
す
る
よ
う
に
な
さ
れ
え
な
い
こ
と



で
あ
勺
た
門
"
と
と
の
批
判
を
受
け
る
。
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本
源
住
所
在
選
定
住
所

と
い
う
擦
題
の
も
と
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

委
員

付
託
条
件
の
第
-
の
課
題
に
つ
い
て
委
員
会
の
勧
告
は
「
住
所
法
の
法
典

T
己

む
し
ろ
、
「
住
所
法
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
の
委
員
会
の
見
解

τぷ
を
十
ニ
項
を
含
む
簡
潔
な
豆
条
に
ま
と

会
の
法
典
は
住
所
法
、

め
る
。
こ
の
法
奥
は
住
所
法
の
他
の
重
量
な
論
題
を
省
略
し
て
い
る
に
し
て
も
す
可

実
に
大
い
な
る
成
果
で
あ
る
。

委
員
会
は
本
語

住
所
復
三
宿
の
理
論
を
爵
止
し
、
人
の
住
所
、
す
な
わ
も
、
恒
久
的
ホ
ー
ム
に
つ
し
て
反
証
し
う
る
推
定
を
確
立
し
て
、
住
所
誌
の
欠
陥

「
第
一
条
H

を
是
正
し
よ
う
と
し
た
。
本
諒
住
所
と
還
定
住
訴
に
つ
い
て
住
所
法
法
典
の
第
一
条
と
第
二
条
の
規
定
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

す
べ
て
の
人
は
-
つ
の
住
所
を
有
す
る
も
の
と
し
、

し
か
じ
、
何
人
も
局
時
に
-
つ
以
上
の
住
所
を
有

L
な
い
も
の
と

す
る。同国同

住
Jmは
本
源
住
所
ま
た
は
選
定
住
所
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。

本
源
佳
語
は
こ
の
法
奥
第
四
条
け
の
規
定
に
従
い
、
出
生
当
時
に
す
べ
て
の
人
に
定
執
り
ら
れ
る
住
所
で
あ
る
。

四
条
白
も
し
く
は
第
五
条
に
従
い
管
繕
裁
判
所
の
命
令
に
よ
り
ま
た
は
そ
の
許
可
を
え
て
取
得
す
る
住
所
で
る
る
。

選
定
住
語
は
法
上
住
所
を
変
更
す
る
能
力
を
有
す
る
人
が
自
己
の
窓
恩
を
行
使
し
て
取
得
す
る
住
所
、
ま
た
は
、
こ
の
法
奥
第

錨



" 

住
所
は
、
本
源
住
所
た
る
と
選
定
住
吾
川
た
る
と
を
附
わ
ず
、
他
の
住
所
一
か
取
得
き
れ
る
ま
で
存
続
す
る
も
の
と
す
る
。

国第
二
条

H

こ
の
法
典
の
諸
規
定
に
従
ぃ
、
人
の
惇
婦
は
か
れ
が
そ
の
ホ
ム
を
も
ち
か
っ
恒
久
的
に
住
む
意
思
を
有
す
る
闘
に
あ

る
も
の
と
す
る
。

同

星
"
な
る
意
思
が
明
ら
か
で
な
い
か
ぎ
り
、
あ
る
固
に
恒
久
的
に
住
む
意
見
を
確
認
す
る
に
は
、
次
の
諸
規
則
に
よ
る
。

規
則
一
、
人
が
あ
る
国
に
そ
の
ホ

1
ム
を
も
っ
と
き
は
、

か
れ
は
そ
と
に
恒
久
的
に
住
む
意
思
一
を
有
す
る
と
推
定
す
る
も
の
と
す
る
。

xw 

規
則
二
、
人
が
一
つ
以
上
の
ホ

1
ム
を
も
っ
と
き
は
、

か
れ
は
主
た
る
ホ
ム
を
も
っ
園
に
恒
久
的
に
住
む
意
思
を
有
す
る
と
推
定

す
る
も
の
と
す
る
。

誌

規
貝j

人
n; 
実
業

i 
そ
の

他
の

霊
写
る

と
を
主
た
る
目
的
K 
L 
て
お

品
"ニ配
置
き

れ

か
れ
の
委
お
よ
び

子

様

が
る
れ
ば
)
子
が
ホ
ー
ム
を
他
の
国
に
も
っ
と
き
は
、

か
れ
は
他
の
固
に
恒
久
的
に
住
む
意
思
を
有
す
る
左
推
定
す
る
も
の
と
す
る
。

学

伺

第
二
項
は
い
か
な
る
闘
の
外
交
的
免
除
の
資
格
あ
る
者
も
し
く
は
陸
海
智
章
も
し
く
は
文
官
の
職
務
に
あ
る
者
、
ま
た
は
国
際

法

機
構
の
職
務
に
あ
る
者
に
は
適
用
し
な
い
も
の
と
す
る
J

戸

住
所
法
法
奥
第
一
条
は
自
然
人
の
住
所
を
本
源
住
所
と
選
定
住
所
に
限
定
す
る
が
、
そ
の
第
一
一
、

三
お
よ
び
四
項
に
お
け
る
未
成
年

神

竜
既

軍
人
お
よ
ぴ

i 
失
者
の

主
聖

書
の
取

品

不
適
切
で
あ

草
の
第

の
種
類

し
て

語
住

所
を
規
定
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
グ
レ
イ
プ
ソ
ン
は
批
評
し
て
い
る
工
苫

の
解
決
。ま

「

た
び
樹
立
さ
れ
た

草
tま
新
し

告
に
よ

て
代
金つ

主翼
る第. -
i i 
すも
る興

=霊
のい
ず改
メ正
1) r.主
力第
合五
衆項
園で

リあ
スっ
テて

ト
メ
ン
ト
の
翠
論
《
S
V
と
一
致
す
る
。
法
典
第
一
条
と
第
二
条
同
に
よ
っ
て
委
員
会
の
指
摘
L
た
第
一
の
欠
陥
は
是
正
さ
れ
る
官
vo

す

な
わ
ち
、

還
定
住
所
の
た
め
の
本
浪
住
所
の
変
更
は
、
選
定
住
所
自
体
の
変
宜
主
り
は
困
難
で
あ
る
と
の
伝
統
的
理
論
は
消
滅
す
る
で

あ
ろ
う
し
、

選
定
住
所
の
喪
失
左
他
の
選
定
住
節
の
取
得
の
聞
に
本
源
住
所
が
復
活
す
る
結
果
は
回
避
さ
れ
る
。
こ
の
点
で
、
委
員
会



の
提
案
は
学
悦
に
よ
っ
て
歓
迎
さ
れ
る

?uo

諸

君i 
従二
し条

i号
のて

告s
ft 'i~ 

B i 
そ F
のも
み変

T霊
会主
主著
つ腎h

EE 
E2  
住 YP

E重
恩歪
を
試
有み
ずザ包

品番
に唱も

あ第
る一

品曹

与E
宅詰

喜重
のの

の
定
義
}ヱ
ウ
イ

ナ
ン

ズ
事
件

'0 
お
け
る

ン
ド
レ

男都
の

革
意
見

よ
ぴ
下
級
審
の
やリ
事
た
も

の

量
と

手
る。
リ
ン
ド
レ

期
の

量
tま

" m に
価
す
る。
す
な
わ
ち

「

私
tま

主
に
も
貴
族
院
の
詰
婦
と
異
な
る
意
見
で
あ
る。
私
}ま
フ
イ

り
毛

ア
判
事
お
よ

英国住所法改正の動向(商費〉

かぴ

i i 
住判
す所
ると

安里
思語
ホに
l 連
ムし
占ま }た
ど。
と私

文通 "' 
o " 
かれ

在白
一上
つの

2喜
ム R
ZS 
のし
みえ

をな
もし、
ち。

そ Z
れわ
はち

のウ
図ィ
にナ
あン
つズ

ち号
私ホ
は l
かム
れ、

が
死
亡
以
前
t亡
長
〈
故
郷
t巴
帰
る

妻
な
考
え
を
す

て

草
し
た

k 
eヒ
構
足
す
o 

カ‘
れ
ほ

の

固
に
恒
久
的

'0 
差
せ
る
ア

メ

カ

E 
で
あ
っ

ち
か
れ
tま
あ

品
tヱ
オf
ル

チ
モ
ア
を
可

壁
最
後
の
ホ

ム
と
し
て
回
顧
し
ずこ
ヵ:

死

宇
品
'0 
長
く
そ
れ
を

や
め
た
。

か
れ
の
生
蚕
の
ニ
十
字
ま
た
は
二
十
五
年
閣
の
ウ
ィ
ナ
Y
ズ
氏
の
行
為
か
ら
引
き
出
し
ろ
る
唯
一
の
推
論
を
変
貢
す
ベ

き
何
も
の
一
も
見
出
し
え
な
い
宮
よ
と
。

住
所
変
更
の
証
明
を
よ
り
可
能
に
す
る
た
め
に
委
員
会
は
リ
ン
ド
レ
卿
よ
り
も
は
る
か
に
進
ん
で
、
第
二
項
に
三
つ
の
推
定
規
則

を
確
立
し
た
。

「ホ

l
ム
」
と
い
う
語
は
住
所
の
定
後
お
よ
び
一
二
つ
の
推
定
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
が
、
定
義
き
れ
な
い
。
委
員
会
は

特
定
の
事
件
に
お
け
る
そ
の
遜
周
を
事
実
問
題
し
と
考
え
た
官
ヨ

寸
公
判
に
ゆ
く
事
件
に
お
い

委
員
会
は
こ
の
侵
案
の
実
際
的
効
果
は

て
立
証
責
任
が
移
転
す
る
」
こ
主
で
あ
る
の
を
予
見
し
た
ハ
副
首

す
な
わ
ち
、

住
所
の
変
更
を
主
張
す
る
者
は
ホ
ム
が
確
定
さ
れ
て

い
る
国
を
立
ち
去
ら
な
い
意
思
を
証
明
す
る
必
要
は
な
い
。
ホ
ム
の
確
定
か
ら
生
ず
る
推
定
に
反
論
す
る
た
め
に
、
他
に
移
転
寸
る

意
恩
を
証
明
サ
ベ
き
責
任
は
住
所
の
変
重
に
反
対
す
る
者
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
推
定
の
採
周
は
人
の
住
所
に
つ
い
て
助
言
す
る
実
務
家

.， 

の
仕
事
を
単
純
に
す
る
の
み
な
ら
ず
‘
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
住
所
の
欠
陥
の
是
正
は
英
国
が
一
九
豆
一
年
の
本
国
法
左
往
新
地
法
の
聞
の
低



招

触
を
規
制
す
る
た
め
の
ハ

I
グ
条
約
の
当
事
周
左
な
る
に
十
分
大
陸
の
概
念
に
接
近
し
う
る
と
考
え
ら
れ
た

a当

《
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色
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グ
レ
イ
プ
ソ
ン
は
住
所
法
禄
奥
の
省
略
す
る
事
項
仁
と
し
て
、

H
往古
m
E
念
め
法
位
決
定
を
支
配
す
る
皐
拠
法
、
同
住
所
取
得
極
力
の
怠
鎚

法
、
国
従
属
者
の
住
所
、
回
住
所
統
一
原
則
の
適
用
範
図
、
国
家
長
の
心
神
愛
大
が
従
属
住
所
に
及
ぼ
す
効
固
有
例
棄
児
の
本
源
住
所
を
指
摘
す
る
・

0
2
a
g匂
8
2
-
S
$
ω
R
住
所
訟
法
蜘
均
か
法
臭
化
、
す
な
わ
ち
、
「
法
の
金
体
を
で
き
る
か
ぎ
り
制
定
訟
の
形
式
に
墾
沼
、
す
る
過
種
L
O
F

E
自

8
p
l
E臣
官

E
8
0
9
5吾
a
F
H翠
〆
唱
】
宅
の
試
み
で
あ
る
、
と
す
る
な
ら
ば
、
右
の
事
項
の
省
略
は
委
員
会
が
十
分
に
こ
の
線
韮
を

と
ら
え
な
か
ヲ
た
己
と
を
示
す
。
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既
婚
婦
人
の
住
所

住
所
法
法
奥
は
続
、
て
第
三
条
に
既
婚
婦
人
の
住
所
、
第
四
条
に
未
成
年
者
の
住
所
、

お
よ
び
、
第
五
条
に
心
神
喪
失
者
の
住
所
を

規
定
し
て

る，、
後
述
の

語
草
の
審
犠
お
よ
び
委
員
会
の
第

毒
草
と
の
関
遂
t乙
お
L、
て

で
争，

量
婦
人
の

住
放
の

み
を
攻
り
よ
序
ょ
う
。



第

報
告
番

"' 言
う、
「

既
婚
婦
人
の
地
位
6ま
ラー
」

の

法
部
門
に
お
し、

て
お
そ
ら
く
最
も
困
難
で
あ
る。
け
だ
し

婿
姻
際
婚

z 
霊

会

の
付
託
条
件
に
多
く
含
ま
れ
て
い
る
あ
る
重
要
な
社
会
政
策
の
問
題
を

CF百
円
。
。
目
S
E
E
E
玄
自
i

者
自
瓦

U55)

検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら

T
よ
と
。
そ
し
て
、
法
典
第
三
条
は
「
既
婚
婦
人
の
住
所
は
夫
の
住
所
た
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、

管
轄
裁
判
所
の
命
令
に
よ
勺
て
夫
主
別
居
し
て
い
る
既
婚
婦
人
は
独
身
婦
人

(E嘗

Z
Bと
と
し
て
扱
う
も
の
と
す
る
L
K定
め

?】。

既
婚
婦
人
が
夫
の
住
所
に
服
す
る
こ
左
は
イ
ン
ク
ラ
ン
ド
の
学
説
上
か
な
り
批
判
さ
れ
て
き
た

zz
委
員
会
は
こ
の
関
心
を
意

識
し
て
、

周
つ
の
可
能
な
解
決
を
検
討
し
た
の
も
、
白
ら
の
解
決
と
し
て
第
五
の
可
能
性
を
取
勺
た
の
で
あ
る
。

英国住所法改正の動向〈百貨)

第
一
に
委
員
会
は
「
既
婚
婦
人
は
未
婚
婦
人
と
ま
っ
た
〈
同
様
に
独
立
住
所
官
官
話
同
町
内
官
。
互
主
を
取
得
し
う
べ
き
で
あ
る
L

L

と

八
年
の
実

i 
法• E委
Z 員

E定
住
」され

!2 
"曹
ZF 
既 U
極て

丈聖

自主
の語

訪
問」

Ei 
致 k
す
る

認
め

の
-
一
不
唆
を
検
討
し
た

zvo

と
の
解
決
は
-
九
四

さ
ら
に
、
こ
の
提
案
を
採
用
し
た
実
際
的
効
果
は
非
常
に
大
き
く
は
な
い
と
了
解
さ
れ
た
。

「
け
だ
し

之
に
か
く
彼
女
の
住
所
は
法

奥
第
二
条
に
提
索
さ
れ
た
規
則
に
よ
っ
て
、
遜
常
、
夫
の
住
所
と
問
-
で
あ
る
だ
ろ
う
か
ら
。
」

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
委
員
会
は
ζ

の

解
決
が
生
守
る
多
く
の
紛
糾
を
回
避
す
る
た
め
に
、
夫
と
妻
の
佳
前
統
}
の
原
則
が
維
持
さ
れ
る
べ
き
こ
と
が
望
室
L
い
と
考
え
、
合

衆
国
の
経
験
は
こ
の
解
決
の
採
用
を
勧
告
さ
せ
る
ご
と
会
も
の
で
は
な
い
と
述
べ
た
。

委
員
会
が
第
ニ
に
検
討
し
た
の
は
「
夫
に
よ
っ
て
遺
棄
さ
れ
て
い
る
既
婚
婦
人
は
独
立
住
扇
を
歳
得
で
き
る
べ
き
で
あ
る
」
と
の
示

唆
で
あ
る

zvo
こ
の
解
決
の
可
能
性
を
取
り
扱
い
な
が
ら

委
員
会
は
明
ら
か
に
婚
姻
離
婚
王
立
委
員
会
の
領
域
に
侵
入
し
な
い
よ

う
注
意
し
た
ロ

そ
し
て
「

重
き
れ
ず」
妻
の
経
験
し
た

量
" 住
所
概
念
治、

主
ず
る
の
で
。ま

な
く

む
し
ろ

婚
姻
訴
訟
の
管
格
権

を
支
配
す
る
規
則
か
ら
生
ず
る
」
γ
と
い
う
議
論
に
よ
っ
て
と
の
事
現
と
子
を
切
ろ
う
と
し
た
。
住
所
統
一
の
原
則
ま
た
は
住
所
管
嶋
梶

" 
の
原
則
の
い
ず
れ
か
が
維
持
さ
れ
る
か
ぎ
り
、

問
題
は
芳
解
決
に
と
ど
ま
る
か
ら
こ
の
議
論
に
は
批
判
の
余
坦
か
ち
ろ
う
宮
v
b

委
員



'" 
会
は
「
遺
言
の
有
効
性
、
然
遺
曾
死
亡
に
際
す
る
財
産
め
分
配
の
ご
と
き
ま
っ
た
く
異
な
る
事
項
に
影
響
を
も
っ
解
決
の
採
用
に
よ
っ

て
、
遺
棄
さ
れ
た
妻
一
か
離
婚
を
う
る
の
を
助
け
る
こ
と
は
勧
め
え
な
ど
と
考
え
た
。
委
員
会
は
遺
棄
さ
れ
た
妻
に
独
立
住
所
の
取
得

を
許
さ
ず
、
裁
判
上
別
居
し
て
い
る
獲
に
そ
れ
を
許
す
の
で
あ
る
。

一
九
宣

O
年
の
婚
姻
訴
訟
事
件
法
足
何
言
目
。
E
B
L
E
S宮
、
百

第
一
四
条

H
に
よ
り
遺
棄
は
奏
か
別
居
判
決
を
う
る
こ
と
の
で
量
る
理
由
の
一
つ
で
あ
り
、
ま
た
、
別
居
判
決
ま
た
は
別
居
命
令
を
う

る
の
は
離
婚
管
轄
権
の
た
め
に
独
立
住
所
を
う
る
第
-
段
階
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
遺
禦
き
れ
た
安
と
裁
判
上
別
居
の
妻
と
を
区

別
す
る
後
述
の
理
由
は
必
ず
し
も
エ
貝
し
な
い
よ
う
で
あ
る
。

xw 

質事

可
能

事
決

i 
人
に

書

E 
た

無

書
死
亡
に

際
し
て

財
産
の
分
配
の

2 
る
限
ら

た

E 

酷

の
た
め
に
独
立
住
所
の
取
得
を
許

τ』と
で
あ
っ
た

E
。

委
員
会
は
既
婚
婦
人
に
独
立
住
所
の
取
得
が
許
さ
れ
る
批
判
定
の
目
的
を
定

絵

義
す
る

と
の

E 
の

ゆ
え

の

解
決
を
拒
絶
し
ずこ

そ
の

決
定
eま
属
人
法
ぶ亡
お
。子

る
混
乱
左
不
安
定
を
回
避
す
る

量
か
ら

蓄

学

さ
れ
た
?uo

法

第

四

委
員
会

" 
量
れ
た
既
婚
婦
人
fま

書
の
作
成
お

ぴ
死
亡
の
際

財

i 
に

き
独
立

E 
の

喜
で
き
る

芦

き
で
あ
る
と
の
解
決
を
検
討
し
た
官
ヨ

こ
れ
は
第
二
と
第
三
の
解
決
の
結
合
で
あ
り
、

委
員
会
は
第
二
の
解
決
に
つ
い
て
の
理
由
に

神

妾ょ
の委つ

住員て
記ムー

統はの
一夫解
のと決
原妾を
測の拒

詰寄ぞ
人統た
法一
にの
っ原

i i 
毒主

i f 
統養
と
の両

手撃
な等
との
い表
う函
よ上

色野
い的

概"
念識
の論
に

富喜
でし
あな
るか
と勺
考た
え。
ら夫
れと

る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
委
員
会
は
こ
の
原
則
に
対
す
る
例
外
に
よ
勺
て
、
夫
し
と
妻
は
し
ば
し
ば
共
閣
に
生
活
し
な
い
事
実
を
合
理

化
す
べ
く
、
上
記
の
住
所
法
法
典
第
一
一
一
条
め
但
曹
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
裁
判
上
別
居
b
て
い
る
妻
に
独
立
-
住
所
を
取
得
す
る
と
と
を

許
し
ず』
る

草
さ
れ
た
婆
と
裁
判

主
と
引J

号
主
と

主
知j
す
る

'0 
め
Sと
委
員
会
に
よ
り
明
ら
カ‘
に
周
L、
ら
れ
る
唯

の

理
由
tヱ



後
者
の
場
合
に
裁
判
所
は
「
夫
婦
の
関
係
お
よ
び
そ
の
財
産
権
L

を
爾
査
す
る
で
告
の
ろ
う
事
実
で
あ
る
す
vo

そ
の
結
果

か
よ
う
な

判
決
ま
た
は
命
令
に
よ
っ
て
独
立
の
住
所
を
攻
得
で
き
る
の
は
、
遺
棄
さ
れ
た
妻
の
み
な
ら
ず
、
裁
判
よ
の
別
居
判
決
ま
た
は
別
居
命

令
を
う
べ
き
種
々
の
理
由
を
も
つ
い
か
な
る
委
で
も
よ
い
ζ

と
に
な
る
お
v
o

英国住所法改正の動向〈西寅)
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u
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唱
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官
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回
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括
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〉
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s
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八

7
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〔

9
V

ハ

mv

号
二
回
頁
多
照
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四

円
卓
三
山
本
正
盛
恵
三
九
三
C
年
イ
ギ
リ
ス
婿
姐
訴
訟
事
件
法
L

、
民
商
法
雑
誌
二
八
巻
図

一
九
五
一
年
に
受
諾
さ
れ
た
本
国
法
と
住
所
地
訟
の
閑
の
僑
触
を
規
制
す
る
た
め
の
ハ
グ
条
約
案
は
国
籍
の
基
準
に
従
う
国
と
住

本
国
法
と
住
所
地
法
の
聞
の
低
触
を
規
制
す
る
た
め
の
条
約
案

所
の
基
準
を
と
る
周
と
の
閣
で
こ
の
二
つ
の
基
準
の
衝
突
よ
り
生
ず
る
反
致
問
題
を
除
去
ま
た
は
減
少
す
る
こ
と
を
意
図
す
る
。
そ
れ

" 
は
、
住
所
地
図
が
本
国
法
主
義
を
と
り
、
本
薗
が
住
所
地
法
主
義
を
と
る
場
合
に
は
、
各
国
は
住
所
地
図
の
内
図
法
を
適
用
す
る
と
定

本
一
回
の

め
、
住
所
地
周
お
よ
び
本
固
と
も
に
住
所
地
法
の
適
用
を
定
め
る
場
合
に
も
住
所
地
訟
に
よ
る
ハ
第
一
条
お
よ
び
第
二
条
v。



" 
内
国
誌
が
適
用
さ
れ
る
の
は
住
所
地
図
お
よ
び
本
国
が
と
も
に
国
籍
の
基
準
を
と
る
場
合
の
み
で
あ
る
(
第
五
条
)
。

右
の
規
制
は
住

所
地
法
主
義
へ
の
競
歩
と
宵
え
る
が
、
こ
の
条
約
は
締
約
国
が
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
場
舎
に
同
一
の
訟
を
選
択
し
、

か
っ
、
英
国
裁
判

所
の
法
の
選
択
を
単
純
に
す
る
利
益
を
有
す
る
の
で
、
国
際
弘
法
委
員
会
は
英
国
が
の
ち
に
述
〈
る
声
明
に
従
い
こ
の
条
約
の
当
事
国

止
な
る
べ
き
と
と
を
勧
告
し
た
。

に

条

霊
に

る
住
所
の
定
義

霊
会
の
提
案
す
る
住

i 
奥

告
の

童
相

手
る

で
両
者

関
係

関

xv! 

題
と
な
る
。
住
所
の
定
義
は
各
国
に
お
い
て
同
一
で
は
な
い
の
で
、
条
約
案
は
「
と
の
条
約
に
い
う
住
所
と
は
人
が
常
時
居
住
す
る
場

所
で
あ
る

た
だ
L 

そ
の

善
治三

他
の
者
の
住
所
ま
た
。ま

E 
の

所

主
に

語
ず
る
も
の
で

あ
る
と
き
}ま

の
限
り
で
な

」

と

，. 

住
所

主
義
す

E 
芸
員
会

提
案
す

ま
法

草

著

書
所

司

あ

与

量
を

雑

採
用
せ
ず

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
住
所
繍
念
が
常
居
所
に
蓬
づ
く
大
陸
の
概
念
に
近
づ
と
う
と
す
る
と
の
ハ

l
グ
会
議
に
お
け
る
チ
ェ
シ

学

ア
の

霊
を
や
や
変
更
し
た

委
員
会
b亡
よ
れ.. 
告
。ま
人
ヵ:
そ
の
ホ

ム

E 
ち
治沿

っ
恒
久
的
に
住

ま
害
す
る
場
所
で

あ
る

法

で露
v 条
) 

の ο
羽陸委
定員
は会
反は
証人
をの
あ意

望号
く確
つ認
がす
える
した
うめ
る多
く
事の
実権
、定

ユ主
グめ
ヲる
ン ζ

ドと
のに
意よ
味つ
にて

i i 
草壁
喜善
害Z
と訟
の歩
重を
大な
なす
担。
速し

戸神

は
反
証
を
あ
げ
う
る
場
合
に
ま
さ
し
く
明
ら
か
に
な
る

TVO

英
国
人
は
そ
の
本
源
住
所
を
失
わ
な
L
で
長
期
間
海
外
で
働
く
こ
と
を

欲
す
る
カ3
も
し

ぬ

委
員
会

住
所

喜
奥
Bこ
お

て

置
す

i 
念

主
約
案
の

定

T 
の

草
委
員
会
の
若
干
の
鴎
跨

の
理
由
で
あ
る
。

報
告
書
は
言
う
、
「
わ
れ
わ
れ
が
ハ
特
に
本
源
住
所
に
関
し
て
)
さ
き
に
な
し
た
勧
告
が
採
訳
さ
れ
る
と
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
ス
コ
ッ

ト
ラ
シ

ド
の
住
所
法
』之

宮
政
府

" 次
に
わ
れ
わ
れ
の
ホ

唆
す
る
条

露
五
条
の
解
釈

'" 闘
す
る
声
明
に
の
みよ
従

条
約

言

で
き
る
に
十
分
に
犬
四
法
に
類
似
で
あ
ろ
う
正
芳
え
る
。
す
な
わ
ち
、
本
条
約
の
批
准
に
際
し
て
、
英
国
政
府
は
第
五
条
に
闘
し
て
、



連
合
王
国
の
桧
の
も
と
で
は
常
層
訴
は
住
所
の
絶
対
的
な
基
準
で
は
な
い
治
、
且
取
近
の
立
法
は
二
つ
の
概
念
を
条
約
の
す
べ
て
の
実
際

的
目
的
に
か
な
う
に
十
分
に
接
近
さ
せ
て
い
る
と
声
明
し
よ
う
と
欲
す
る

2
v」
と
。

こ
の
声
明
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
尋
ね
る
と
左
は
困
難
で
あ
る
。

宣
活
第
一
に
、
留
保
と
想
定
す
れ
ば
、
英
国
政
府
に
よ
る
条
約
の
批
准
に
か
か
わ
ら
す
、

コ

y
に
よ
れ
ば
、
こ
の
声
明
に
は
三
つ
の
解
釈
が
成
り
立
つ

条
約
第
五
条
は
、

英
国
に
関
す
る
か
ぎ
り
、

住
所
法
法
奥
が
法
と
な
っ
た
場
合
に
、
法
典
の
住
所
の
定
義
に
よ
っ
て
置
き
換
え
る
べ
き
こ
と
を
意
味
す
る
。
第
二
に
、
こ
の
声
明
の

文
字
通
り
の
意
味
に
従
え
ば
、
住
所
訟
法
典
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
住
所
概
念
を
条
約
第
互
条
の
概
念
と
同
一
化
寸
る
ゆ
え
に
、
両
者
の

英国住所法改正の助向〈酋賢〉

相
違
に
煩
わ
さ
れ
ず
に
、
笑
国
は
条
約
を
署
名
し
う
る
。
し
た
が
っ
て
、
仲
団
附
訟
法
典
の
適
胤
が
条
約
の
定
義
の
結
論
左
異
な
る
結
論

に
導
く
と
き
に
は
，
住
語
法
法
典
は
適
用
が
排
除
さ
れ
る
。
第
三
に
、
仲
也
市
川
法
法
典
の
適
用
と
条
約
の
定
義
と
が
異
な
る
結
論
に
導
く

と
き
に
は
、
条
約
第
五
条
は
英
国
裁
判
所
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
ず
、
第
五
条
の
概
念
に
代
え
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
概
念
を
も
勺
て
す
る
。

委
員
会
の
声
明

'" 右
の
う
ち
ど
れ
治坦

委
員
会
の

真
意
で
あ
る

，-
高
ら

，-
に
し
な
L 

" 
そ
の

と
。ま
条
約

五
善
典
を
調
和
さ

せ
る
こ
と
の
困
難
さ
を
示
し
て
い
る
。

ロ
ー
ン
は
条
約
は
受
諾
す
べ
き
か
‘

ま
た
は
、
拒
否
す
パ
き
か
の
こ
つ
の
可
能
性
の
み
が
存
す

る
、
条
約
を
受
信
す
べ
き
な
ら
ば
、
締
約
国
と
の
調
係
で
は
伝
統
的
な
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
住
所
慨
念
は
廃
す
べ
き
で
あ
る
。
条
約
を
拒
否

す
る
な
ら
ば
、
住
所
法
法
典
を
採
用
す
る
こ
左
は
自
由
に
で
き
る
の
だ
と
論
じ
て
い
る

2wo

43 

2
2
U
U
O
A
静
た
と
え
ば
、
イ
シ
グ
ラ
ン
ド
の
あ
る
銀
祥
の
被
柵
者
五
六
年
閣
そ
の
銀
行
の
ド
イ
ツ
支
唐
で
勤
務
し
・
そ
の

期
閣
の
経
遍
と
L

と
も
に
イ
シ
グ
ヲ
シ
ド
に
帰
る
句
、
き
と
と
を
契
約
し
た
。
ド
イ
ツ
の
勤
務
中
力
れ
の
常
屠
粛
は
ド
イ
ツ
に
あ
る
が
、
恒
久
的
に
住
む

意
思
が
翠
定
住
所
取
得
の
条
件
で
あ
る
な
ら
ば
、
住
所
は
イ
Y
グ
ラ
シ
ド
に
あ
る
。

ハ2
》
吋
町
民
卯
ぷ
v
o
真
司
切
R
6
F

闘。

ハ
3

)

P
怯
H
M
d
o
唱

r
n
F
唱
ω
訟
開
註
《
i
v
の
事
例
に
お
い
て
、
か
れ
が
雇
備
中
に
ド
イ
ツ
で
死
亡
し
、
d

q

シ
グ
?
ン
ド
と
ド
イ
ツ
に
動

産
を
残
し
た
と
怨
定
す
る
ー
と
英
独
両
国
系
条
約
に
加
盟
す
る
場
合
に
、
条
約
第
一
条
に
よ
り
イ
y
グ
ラ
ン
ド
畿
判
所
も
ド
イ
ツ
裁
判
所
も
第
五
条
の

l 
v 



<< 

住
所
の
法
す
な
わ
ち
ド
イ
ツ
訟
を
適
用
す
る
a

し
か
る
に
第
五
条
に
代
え
て
住
所
法
法
奥
の
滋
念
に
よ
る
と
き
、
か
れ
の
住
所
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に

あ
り
、
し
た
が
勺
て
、
ィ
シ
グ
ラ
ン
ド
裁
判
所
の
管
路
幅
内
の
動
産
相
続
は
イ
ン
グ
ラ
シ
ド
法
に
よ
る
。
ド
イ
ツ
磁
判
所
は
英
樹
説
話
の
留
保
を
無

視
し
て
、
ド
イ
ツ
に
所
在
す
る
動
産
の
相
続
は
ド
イ
ツ
訟
に
よ
る
で
あ
る
ろ
。

。。MHpca唱
丘
一
了
唱

W
8

ハ
4
】

国
際
私
法
委
員
会
の
第
一
報
告
書
は
か
く
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
お
よ
び
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
法
の
双
方
に
適
用
さ
れ
う
る
佳
所
法
の
法

奥
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
勺
て

T
Y

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
李
成
法
を
英
国
政

連
合
主
園
内
の
園
内
的
統
一
の
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、

文官

府
カ:
批
准

事
告
さ

h 
ナ〈エ

グ
条
約
突
の
型
に
主

り

事
る
よ
う
V乙
作
り

よ
け

九
委
員
会
の

提
案
し
た

書
法
法
奥
tま
な
お
不
実

誌

金
で
あ
る
と
は
い
え
、
そ
れ
の
改
善

k
vと
も
に
圏
内
的
に
一
貫
し
、
関
際
的
に
調
和
的
な
住
所
法
の
発
展
の
た
め
の
茎
髄
と
な
り
う
る

繕

」
と
が
認
め
ら
れ
、
学
界
に
お
い
て
好
意
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
。

学

し
か
し
、
本
事
住
所
へ
の
執
着
は
先
例
拘
束
性
の
ゆ
え
に
、
裁
判
所
に
お
い
て
は
消
被
し
え
な
L
O
第
一
報
告
書
の
の
ち
に
も
、

法

の
判
決
は
、

ウ
ィ
ナ
ン
ズ
事
件
を
先
例
と

L
て
引
用
し
、
英
国
人
女
と
婚
姻
し
て
ホ
l
ム
を
β

ン
ド
ン
に
設

芦

け
、
息
子
が
英
国
人
と
な
る
の
を
欲
し
た
チ
品
ツ
コ
ス
ロ
パ
キ
ア
の
避
難
民
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
住
所
の
取
得
を
認
め
な
か
っ
た
。
ヵ
ル

神

ミ
ン
ス
キ
ー
判
事
は
言
う
」
夫
は
か
れ
の
チ
忌
ヲ
コ
ス
ロ
パ
キ
ア
に
お
け
る
住
所
を
放
棄
し
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
選
定
住
所
を
取
得
す
ぺ

く
固
定
し
た
意
恩
を
形
成
し
た
こ
、
ど
を
推
論
さ
せ
う
る
い
か
な
る
事
実
の
認
定
も
困
難
で
あ
る
?
と
と
。

こ
の
夫
は

「
チ
エ
ツ
コ
ス

ロ
パ
キ
ア
に
帰
る
か
れ
の
機
会
に
つ
い
て
悲
観
的
で
一
あ
り
、
す
べ
て
の
希
望
が
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
が
、
非
常
に
生
益
生
き
し
た

希
望
で
な
か
っ
た
こ
之
は
確
か
で
あ
る
」
と
認
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
ま
さ
し
く
控
訴
法
法
典
郷
土
条
銀
則
一
が
立
証
責
任
を
転
換

ず
る
場
合
な
の
で
あ
る
。

一
九
亙
八
年
豆
月
ま
で
は
国
際
私
法
委
員
会
の
提
案
を
実
現
す
る
ぢ
向
に
は
何
事
も
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
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lw
周
目
的

m
a
E
P
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E
泣

き
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〈
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N

h

J

后
凶

m
u鼠
「
包

mw
本
件
で
は
妻
は
イ
ン
グ
一
プ
ン

y
に
「
通
常
の
居
所
」
す
邑
B
母
宅
認
を
2
8
)
を
有
し
て
い
た
の
で
裁

判
所
は
一
九
五
O
年
の
婚
姻
訴
訟
事
件
法
第
一
八
条
一
項

ωの
も
と
で
裁
剃
管
轄
権
を
行
使
す
る
己
と
が
で
き
た
。

第
一
お
よ
び
第
二
住
所
法
案

住
所
訟
の
修
正
は
-
見
す
る
と
公
衆
の
関
心
を
鼓
吹
す
る
主
題
で
あ
る
左
は
恩
わ
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
改
正
の
試
み
が
貴
族
院

英国住所法改正の動向(西賢}

に
お
レ
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
や
、
外
見
は
当
て
に
な
ら
な
い
こ
と
が
一
不
さ
れ
、
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
立
法
の
方
向
に
影
響
し
う
る
横
風
の

奇
妙
な
一
例

TV」
と
テ
三
ソ
ア
の
批
評
す
る
事
態
を
生
じ
た
。
そ
の
経
過
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
官
官
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2
)第

-
住
所
法
案

一
九
五
八
年
五
局
十
五
日
に
メ
ス
ト
ン
卿
は
、
本
源
住
所
復
活
の
廃
止
と
住
所
確
認
の
た
め
の
推
定
規
則
の
磁
立
に
つ
い
て
の
困
際

私
法
委
員
会
の
勧
告
お
よ
ぴ
多
く
の
他
の
提
案
を
変
更
し
て
含
む
法
案
を
貴
族
院
に
侵
出
し
た

T
Y

そ
の
法
案
の
内
容
を
六
月
十

回
の
第
二
説
会
の
議
事
録
玄
〕
に
主
っ
て
示
す
と
、

「
第
一
条

と
の
法
律
の
第
二
条
な
い
し
第
七
条
に
定
め
る
規
則
は
人
の
住
所
の
決
定
に
適
用
す
る
も
の
と
す
る
。

第

条

こ
の
法
律
の
第
五
条
お
よ
び
第
六
条
に
従
ぃ
、
人
の
住
所
は
か
れ
が
ホ

1
ム
を
も
ち
か
っ
恒
久
的
に
住
む
意
思
を
有
す
る

" 
固
に
あ
る
。



" 

第
一
二
条
H

本
条
の
次
の
諸
規
定
に
従
い
、
あ
る
国
に
ホ

l
ム
を
も
っ
人
は
そ
の
固
に
恒
久
的
に
住
む
意
思
を
有
す
る
と
推
定
さ
れ

る。
同

人
が
-
国
以
上
に
ホ
ム
を
一
も
つ
L
ζ

き
は
、

か
れ
が
最
も
密
接
に
関
連
す
る
ホ
ム
に
恒
久
的
に
佳

か
れ
は
第
三
項
に
従
い
.

む
意
思
を
有
す
る
と
推
定
さ
れ
る
。

回

人
が
あ
る
国
に
お
し
て
働
く
ゆ
え
に
主
と
し
て
そ
こ
に
住
み
、
妻
ま
た
は
子
の
ホ
ー
ム
が
他
国
に
あ
る
と
き
は
、

か
れ
は
そ
の

他
箇
に
恒
久
的
に
住
む
愈
恩
を
有
す
る
と
推
定
さ
れ
る
。

玄四

第
四
条

H

と
の
法
律
の
第
三
条
に
定
め
る
推
定
は
異
な
る
意
思
の
証
明
に
よ
り
排
除
さ
れ
う
る
。

誌

伺

人
が
い
か
な
る
固
に
て
も
恒
久
的
に
住
む
怠
恩
を
有
す
る
推
定
は
次
の
こ
と
に
よ
っ
て
は
生
じ
な
い
。

雑

(.) 

か
れ
が
そ
の
固
に
お
い
て
外
交
的
免
除
の
資
格
あ
る
と
き
、
ま
た
は
、
国
際
機
絡
に
勤
務
も
し
く
は
そ
の
園
そ
の
他
の
国
の

学

公
務
に
あ
る
た
め
、
そ
の
勤
務
に
入
る
孟
耐
に
そ
の
国
に
ホ
ム
を
も
た
な
か
っ
た
と
き
、
そ
の
固
に
お
け
る
か
れ
の
ホ
l
ム
に
よ

法

弓
て
D

戸

(b) 

委
は
か
れ
L

と
同
棲
す
る
農
務
が
な
い
、

ま
た
は
、
接
E
R
に
よ
り
‘

か
れ
は
子
の
監
護
の
資
怜
怖
か
な
い
じ
と
の
裁
判
所
の
命
令
が

神

効
力
を
有
す
る
と
き
、
そ
の
固
に
お
け
る
か
れ
の
妻
ま
た
は
子
の
ホ
ー
ム
に
よ
っ
て
。

第
五
条

既
婚
婦
人
の
住
所
は
夫
の
住
所
で
あ
る
。
た
だ
し
、
彼
女
が
夫
と
同
棲
す
る
義
務
が
一
な
L
と
の
裁
判
所
の
命
令
が
効
力
を

有
す
る
と
き
は
こ
の
限
り
で
な
い
。
」

以
下
、
第
六
条
は
子
の
住
所
に
つ
き
、
そ
れ
は
子
の
監
護
の
資
格
あ
る
者
の
住
所
で
あ
る
こ
と
、
官
憲
が
監
護
す
る
子
の
住
所
お
よ

ぴ

E 

i 
効
果

第

条

人

住
所

存
続

語

新

日
書

i 
滋

喜

な
い
と
と
、
第
八
条
は
解
釈
規
定
、
第
九
条
は
一
八
六
一
年
の
住
所
法

F
E
Z
Z
Z
の
廃
止
、
第
一

O
条
は
当
事
者
の
一
方
の
み



が
芸
国
に
住
訴
を
有
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
裁
判
所
の
緩
婚
訴
訟
手
続
の
督
幡
複
を
保
存
す
る
こ
と
、
第
一

一
条
は
従
前
の

4
ン
ド

勤
務
の
年
金
受
領
者
の
地
位
の
保
護
を
定
め
る
回

第
一
法
案
の
討
議
は
、
最
終
段
階
を
除
〈
す
べ
て
に
お
い
て
、
既
婚
婦
人
は
独
立
住
薪
を
取
得
す
る
能
力
を
有
す
べ
き
か
ど
う
か
に

関
連
し
九
1
0

之
の
問
姐
に
つ
い
て
国
際
私
法
委
員
会
は
配
偶
者
双
方
が
診
判
所
の
命
令
に
よ
っ
て
別
居
し
て
い
る
場
合
以
外
に
は
、

L 

か
な
る
法
め
変
更
を
も
勧
告
L
な
か
っ
た
。

国
際
私
法
委
員
会
の
こ
の
見
解
は
-
九
五
六
年
一
一

-nに
報
告
書
ハ
三
を
議
会
に
提
出
し
た

婚
郷
搾
婚
王
立
委
員
会
に
よ
っ
て
従
わ
れ
た
す
ヨ

王
立
委
員
会
は
次
の
よ
う
な
示
唆
、
す
な
わ
ち
、
夫
か
ら
「
別
居
」

ー
と
も
、

歩居住防法改正の動向〈西寅〉

宇
品-
3
5
5
i
m
E
A
)
し
て
い
る
婆
は
イ
シ
グ
ラ
ン
ド
裁
判
訴
の
婚
姻
上
の
管
結
権
に
訴
え
る
た
め
に
独
立
住
所
を
取
得
す

る
こ
と
が
で
き
る
べ
き
で
あ
る
ご
と
を
附
け
加
え
た
官
ヨ

主
立
委
員
会
は
、

事
表
か
独
立
住
所
を
取
得
し
た
と
と
を
証
明
す
る
責
任
は

お
よ
び
、
彼
女
が
婚
姻
ま
た
は
測
屠
の
直
前
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
住
所
を
有
し
、

か
つ
訴
訟
開
始
の
と
き
に

彼
女
に
あ
る
べ
き
と
と
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
居
住
し
て
い
る
と
き
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
住
所
を
取
得
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
示
唆
し
た
。
王
立
委

員
会

'" 
の

霊，、
E 
i 
員
会
の
定
め
る

と
き
人
の

ま
tま
か
れも， 
ホ

ム
を
も
っ
場
所
で

あ
る
と
の

推
定
と

か
に
調
和

す
べ
き
か
を
鋭
明
し
な
か
っ
た
。
第
一
法
案
は
国
際
私
法
委
員
会
の
原
勧
告
を
採
用
し
た
の
で
あ
る
。

第

読
会
の

討
論
に
お
L 
て

デ

ン
グ
卿
』ま

既
婚
婦
人
が
夫
の

豊
R討
を

左
る
の
hま
安
の
隷
従
の
最
後
の

者
で
あ
る
と

量
し

妻

の
独
立
住
言
取
得
能
力
に
賛
成
し
た
言
活

大
法
官
は
政
府
の
た
め
に
法
案
を
一
般
的
条
項
に
お
し
て
歓
迎
し

そ
れ
を

し
か
L

「
有
益
か
っ
重
大
な
注
改
正
の
措
置
?
と

と
述
ぺ
国
際
私
法
委
員
会
の
活
動
に
対
す
る
感
謝
を
表
明
し
た
。

大
法
官
は
既
婚
鐸
人

の
独
立
住
所
の
問
題
は
さ
ら
に
委
員
会
に
お
い
て
討
論
す
る
こ
と
を
求
め
、
な
か
ん
ず
く
こ
の
問
題
に
つ
L
て
の
ア
メ
り
カ
合
衆
国

の
経
験
は
英
国
に
お
け
る
採
用
を
鼓
吹
し
な
い
と
の
国
際
私
法
委
員
会
の
報
告
す
】
に
注
意
を
ひ
い
た
。

首会7

一
九
亙
八
竿
六
月
三
十
回
貴
族
院
委
員
会
に
お
し
て
第
五
条
の
既
絡
婦
人
の
住
所
に
つ
い
て
、

シ
ル
キ
ン
癖
か
ら
「
既
婚
婦
人
の
住



" 
所
は
彼
女
が
未
婚
婦
人

q
a
a
S
F
)
で
あ
る
と
き
と
同
じ
根
拠
で
決
定
さ
れ
る
も
の
と
す
る
L

と
の
修
正
動
織
が
提
出
さ
れ
た
宮
古

討
論
に
お
い
て
ア
〆
リ
カ
合
衆
国
が
経
験
し
た
困
難
は
、
妻
の
独
立
住
所
取
得
能
カ
そ
の
も
の
よ
り
は
、
む
し
ろ
、

ア
メ
り
カ
合
衆
国

憲
法
に
お
け
る
十
分
な
信
頼
と
信
用
条
項
の
結
果
で
あ
り
、

国
際
私
法
委
員
会
の
懸
念
は
根
拠
カ
な
い
こ
上
と
が
指
摘
さ
れ
た

av。
演

説
者

avは
す
べ
て
国
際
私
法
委
員
会
の
勧
告
を
品
絶
す
る
の
が
よ
い
と
し
た
。

第
五
条
の
修
孟
に
つ
い
て
討
論
が
統
一
し
た
の
で

大
法
官
は
そ
の
立
場
を
承
諾
し
て
、
修
正
の
方
式
を
検
討
す
ペ
〈
、
修
正
立
案
の
許
可
を
求
め
、

か
く
て
第
五
条
の
修
正
動
機
は
撤
回

x;n 

さ
れ
、
第
五
条
を
含
む
法
案
の
条
文
は
匝
畠
息
さ
れ
た
。

一
九
亙
八
年
七
月
二
十
一
日
報
告
の
段
階
に
一
お
い
て
、
既
婚
婦
人
を
他
の
成
年
者
や
飽
力
者
と
同
じ
地
位
に
置
く
ぺ
き
で
怠
る
左
の

誌

委
員
会
の
段
階
に
お
け
る
一
般
的
支
持
を
え
た
見
解
に
従
い

大
法
宮
は
第
一
条
か
ら
第
六
条
ま
で
十
の
修
正
点
を
指
示
し
た
n
n
v
o

維

主
蚕
な
修
主
は
、
第
一
に
、
第
二
条
か
ら
「
第
玄
条
お
よ
び
」
を
除
去
し
、
第
五
条
を
削
除
す
る
。
第
一
一
条
は
今
や
両
性
の
住
所
を
決

学

定
す
る
規
則
と
さ
れ
る
。
第
二
に
、
第
三
条
日
を
削
除
す
る
。
こ
の
推
定
は
安
い
か
夫
と
異
な
る
住
所
の
取
得
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と

法

木
適
切
で
あ
る
。
第
三
に
、
子
の
住
所
に
つ
き
第
六
条
伺
と
回
の
修
正
が
必
要
と
な
っ
た

avb
第
六
条
同
は

「
異
な
る
園
に
住
所
を

芦

有
す
る

人
の
者
の
各
々

が
子
の
監
護
に
ひ
と

t 
資
格
あ
る
と
き
i:仁
子
の
住
所
は
そ
の
う
ち
で
子
治3

i 
援
に

関
連
し
て
L、

白

神

に
あ
る
」
L

と
す
る
。
こ
の
修
正
に
対
し
て
、

シ
ル
キ
シ
卿
そ
の
他
は
妻
は
夫
の
住
所
を
と
る
と
い
う
コ
毛
ン
・
ロ
ー
を
廃
止
す
る
こ
と

が
新
し
レ
住
面
法
案
の
意
図
で
あ
る
な
ら
ば
そ
の
こ
と
を
明
記
す
べ
き
で
あ
る
と
論
じ
た
。
大
法
官
は
第
一
条
は
命
令
的
な
制
定
法
上

の
規
定
で
あ
る
と
答
え
た
が
、
再
考
を
約
し
て
修
正
は
同
意
さ
れ
た
。

〔

1
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u
v
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シ
ル
キ
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ν
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ハu
v
第
六
条
伺
の
修
正
条
文
は
「
子
の
盤
穫
の
密
議
る
る
人
が
泊
れ
の
住
所
を
室
更
す
る
場
合
、
ま
た
は
、
子
の
住
所
と
扇
一
で
な
L
住
所
を

も
っ
人
が
ナ
の
監
護
の
資
格
を
う
る
ハ
も
し
く
は
排
他
附
に
資
絡
を
う
る
)
墳
合
に
、
子
の
住
所
は
監
越
の
資
特
あ
る
人
が
か
れ
の
住
所
を
も
っ
園

以
外
の
固
に
子
を
住
ま
せ
る
意
患
を
i

有
す
る
と
き
は
夜
箆
L
な
ー
と
で
あ
る
。

一
九
五
八
年
七
月
一
一
十
四
日
の
第
三
説
会
に
一
お
い
て
、
太
法
宮
は
報
告
段
階
で
の
要
望
に
答
え
て
、
第
一
条
を
「
こ
の
法
律
の
第
一
一

条
一
な
い
し
第
六
条
に
定
め
る
規
則
は
人
の
住
所
決
定
の
た
め
の
コ
号
ン
・
ロ

l
規
則
に
代
わ
る
も
の
と
す
る
」
と
の
修
正
動
識
を
提
出

し
て
同
窓
さ
れ
た

2
》。

こ
こ
に
新
た
な
異
議
カ
ホ
ー
ク
卿
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
。
そ

法
案
可
決
の
動
機
が
提
出
さ
れ
た
の
ち
に

.， 

の
異
議
提
出
の
理
由
を
評
価
す
る
た
め
に
は
‘
租
税
の
分
野
に
お
け
る
住
所
に
関
す
る
銃
定
を
信
単
に
説
明
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。



駒

第
一
に
、
速
合
玉
臨
め
所
得
税
は
、
な
か
ん
ず
く
、
連
合
王
国
外
の
担
保
附
償
梅
お
よ
び
事
業
権
益
(
目

g
S
E
E白
8
5
)

，‘ 
ら
生
す
る

需
で

あ

i 
内
白色

里
す
る
人
に
支
払
わ
れ
る
も
の

課
せ

ら

霊
カa

の
固
で

? 
れ
る
と

な

と
を
関
わ
な
い
ハ
ス
ケ
タ
品

l
ル
D
第
四
種
ま
た
は
第
五
種
に
よ
る
租
税
音
》
)
。
し
か
し
受
領
者
が
逮
合
壬
園
内
に
住
所
(
含
自
己
&

を
有
し
な
い
と
と
、
ま
た
は
、
英
国
亘
民

(mEUEV
髭

H
N
q
a
る
も
し
く
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
共
和
国
市
民
で
る
っ
て
連
合
王
国
内
に
通
常

の
居
嵐
官

4Ega吋
a
p
n旦
を

有

L
な
い
こ
と
を
内
国
歳
入
委
員
会
(
。
。
陸
自

E
8
2
a
E
"且
mEga)
に
納
得
さ
せ
る

と
き、

租
税
は
連
合
王
国
に
実
際
に
送
金
さ
れ
た
所
得
額
に
対
し
て
の
み
課
せ
ら
れ
貧
》
、

住
面
ま
た
は
通
常
の
居
所
に
つ
い
て
の
内

xw 

閏
歳
入
委
員
会
の
決
定
は
特
別
委
員
会
お
よ
び
高
等
裁
判
所
に
よ
る
異
議
処
理
に
服
す
る
。
第
二
に
、
租
以
酬
は
ス
ケ
ジ

a
l
h
N
E
に
よ

隠

り
連
合
王
国
に
居
住
し
な
い
人
の
も
と
で
の
雇
儲
か
ら
の
収
入
に
つ
い
て
、
受
領
者
が
連
合
霊
園
に
住
所
を
有
じ
て
い
な
い
場
合
に
は

縫

探
せ
ら
れ
る
べ
き
で
な
い

avo
最
後
tこ

招
続
税
も
、
大
プ
リ
テ
ン
島
の
外
に
住
所
を
有
し
て
死
亡
す
る
人
に
つ
い
て
、
大
プ
リ
テ

学

ン
島
の
外
に
所
在
す
る
財
産
の
帰
属
ま
た
は
処
分
の
プ
ロ
パ

-
u
ー
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
ま
た
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
訟
で
な
い
場
合

法

に
は
、
と
の
国
に
所
在
す
る
財
産
に
の
み
課
税
さ
れ
る
点
で
、
租
税
の
負
担
は
住
所
に
依
存
す
る

S
3

戸

連
合
王
国
の
所
得
税
お
よ
び
栢
続
税
は
高
い
水
草
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
園
に
居
住
す
る
が
外
薗
に
住
所
を
有
す
る
人
の
た
め
の
と
の

神

例
外
は
、
そ
の
範
囲
に
入
り
う
る
者
に
と
っ
て
明
ら
か
に
定
要
で
あ
る
。
歳
入
立
法
の
使
用
す
る
住
所
概
念
は
国
際
私
法
上
の
住
所
機

念
と
同
一
で
あ
り
、
国
際
私
法
委
員
会
は
第
一
報
告
書
に
お
い
て
右
の
二
つ
の
紙
念
が
相
違
す
ベ
女
意
図
を
示
き
な
い
白
そ
れ
で
、
佳

所
法
案
は
温
説
の
目
的
上
な
ん
ら
特
別
な
規
定
を
設
け
な
か
っ
た
。

第

読
会
の

討
論
に
お
b 
て
ホ

ク
男都
に
よ

品
入
訟
の
分
野

お
Uす

i 
法
案
の
効
果

長
起
さ
れ
た

そ
れ

" 「
霊
の
分

野
に
お
け
る
予
見
で
き
な
L
効
果
を
恐
れ
る
外
国
実
業
界
」
に
よ
る
陳
情
の
結
果
で
あ
勺
た
省
当

心
配
さ
れ
る
結
果
は

と
の
法
案

が
擁
立
す
る
主
た
る
推
定
は
、
実
業
の
目
的
で
こ
の
国
に
家
族
の
ホ
ー
ム
一
を
樹
立
す
る
ア
メ
リ
カ
お
よ
び
コ
毛
ン
ウ
エ
ル
ス
の
港
外
実



業
家
で
外
国
の
所
得
を
持
つ
者
に
、
と
の
周
を
か
れ
ら
の
恒
久
的
ホ
l
ム
と
す
る
意
恩
の
な
い
こ
と
を
歳
入
官
癒
に
立
証
す
べ
き
責
任

を
課
す
る
だ
ろ
う

と
で
あ
る

現

主
の

も
止
で
}ま
治h

よ
う
な
場
合
に

告
の

重
を

毒
す
る

者
bま
そ
れ
を
証
明
し
な
け
れ
1< 

な
ら
な
し
と
L
う
工
放
置
則
に
従
い
、
立
証
責
任
は
歳
入
官
憲
に
あ
り
、
立
在
責
任
の
実
行
は
特
に
困
難
な
の
で
あ
る
。
ホ
ー
ク
卿
は

海
外
実
業
家
の
役
務
と
資
本
を
失
わ
な
い
た
め
、
と
の
法
案
は
透
過
す
べ
き
で
な
く
、
法
案
が
必
要
で
ち
る
な
ら
ば
租
税
の
観
点
を
考

慮
す
べ
き
で
あ
る
左
述
べ
た
。
し
か
る
に
、
国
際
私
法
委
員
会
は
推
定
は
反
証
を
あ
げ
て
く
つ
が
え
す
こ
と
が
非
常
に
困
難
で
あ
る
ぺ

大
法
宮
は
、

ホ
ク
卿
に
答
え
て
法
案
の
表
現
で
は
ホ
ム
の
確
定
よ
り
生
子
る
恒
久

き
ζ

と
を
意
図
し
な
か
っ
た
の
で
あ
り
袋
三

大
法
官
の
窓
亘
は
そ
の
推
定
は

的
に
住
む
意
思
の
推
定
は
異
な
る
意
思
の
証
明
に
よ
っ
て
く
つ
が
え
し
う
る
と
と
を
強
翻
し
た
a
u
。

笑園住所法改正の動向〈酉資〉

か
れ
は
な
お
不
安
が
あ
れ
ば
十
分
そ
れ
を
検

外
国
実
業
家
を
い
か
な
る
困
難
に
も
蛋
か
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

討
す
る

主
約
束
し
た

そ
の

約
束

t 
も
る三
法
案
tま
第
= 
読
会
を

重
し
て
庶
民
院
10 
送
付
さ

れ
式」

し
カ‘
し

産
院
で
It 
議

会
会
期
の
柊

7
が
生
じ
た
の
で
、

(
日
的
)

ハ
凶
)

四
人
号
参
照
B

〈
同
四
)

〈

η》
〈

凶

》

ハ刊》
ハ
初
)

ハ
幻
)

」
の
事
者
を
考
慮
す
る
機
会
は
な
〈
、
法
案
は
失
効
し
た
。

剛
校
長
持
。

h
M
b
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9
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o
E
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a
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M
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招

第
二
住
所
法
案

-
九
五
九
年
}
月
二
十
二
日
に
メ
ス
ト
ン
加
は
第
二
法
案
を
貴
族
院
に
提
出
し
た

τち
そ
の
法
案
は
第
一
法
案
を
わ
ず
か
し
の
ば

せ
る
に
す
ぎ
な
い
。
け
だ
し
、
二
月
十
二
日
の
第
二
説
会
に
お
い
て
メ
ス
ト
ン
卿
が
言
う
よ
う
に
、
そ
れ
は
「
あ
る
重
要
な
修
主
に
従

ぃ
、
現
行
の
伎
新
法
を
単
に
確
定
す
る
」
に
と
"
と
ま
る
か
ら
で
あ
る
言
活

法
案
の
内
容
《
三
を
見
る
に
、
修
孟
乏
し
て
、
ま
ず
、
本
源

住
所
復
活
の
鹿
島
か
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
二
条
は
「
い
か
な
る
国
に
お
け
る
人
の
住
所
も
か
れ
が
他
国
に
住
所
を
取
得
守
る
ま
で
継

xw 

続
す
る
(
し
か
し

L
ζ

定
め
、
と
と
に
人
は
爾
位
を
指
し
、
既
婚
お
よ
び
未
婚
婦
人
を
含
む
。
奏
は
十
六
才

よ
り
長
〈
で
は
な
い
と

以
上
の
他
の
い
か
な
る
者
し
と
な
ん
ら
異
な
る
地
位
に
あ
る
べ
き
で
は
な
い
。
第
三
条
は
「
十
六
才
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
人
は
あ
る
国
に

誌

，ハ
れ
の
恒
久
的
永

i 
E 
与

自
し
た
意
思

" 
V乞

居

手
る

と
10 
よ

て
そ
の
固
に
住
所

取
得
す

雑

る
」
と
定
め
、

ζ

こ
に
は
第
}
法
案
の
推
定
は
葎
せ
ず
.
年
齢
を
十
六
才
と
す
る
修
正
の
ほ
か
は
現
行
法
を
確
定
す
る
。
第
四
条
は
手

学

の
住
所
、
第
五
条
は
婆
の
独
立
住
所
の
場
合
の
婚
姻
訴
訟
手
続
を
取
り
扱
い
、
住
所
の
決
定
を
と
の
国
の
法
に
従
弓
て
な
す
権
利
を
こ

法

の
国
の
銭
判
所
に
留
保
す
る
。
第
六
条
は
従
前
の
イ
ン
ド
勤
務
の
年
金
者
を
保
護
し
、
第
七
条
は
一
八
六
一
年
住
所
法
の
廃
止
と
こ
の

戸

法
律
の
北
ア
イ
ψ

ラ
シ
ド
へ
の
適
用
を
定
め
る
。

神

第
一
法
案
に
含
ま
れ
た
推
定
を
省
略
し
た
理
由
は
、
第
二
伊
会
の
討
論
に
お
い
て
、
大
法
官
が
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

「J
F

ス
ト
ン

婦
は
戸
会
に
異
な
る
形
に
お
い
て
と
の
法
案
を
ふ
た
た
び
提
出
す
る
正
し
い
決
定
を
な
し
た
と
わ
た
〈
し
は
確
信
す
る
。
人
の
住
所
の

確
認
を
よ
り

宣
V之
カミ
つ
よ
り
確
実
品亡

た
す
べ
〈

毒
さ
れ

歯
際
私

5 
会
の
提
案
tま
わ
れ
きつ
れ
の
訟
を
改
善
L 

"こで
あ
ろ
う
と

わ
た
く
し
は
な
お
考
え
て
い
る
。
他
方
、
法
改
孟
と
な
ん
ら
関
誌
の
一
な
い
理
由
で
、
と
れ
ら
の
提
案
が
法
案
か
ら
落
と
さ
れ
る
の
一
を
見

る
の
eま

霊
に
言

て
残
念
で
}ま

あ
る
治省

わ
た

く
し
の
考
え
で
tt 

の
国
の

霊
的

置
と

品
と
し
た

5 
よ
り
大
き
な
比

重
を
与
え
ら
れ
る
べ
き
と
と
は
疑
し
を
い
れ
な
i

切
な
ど
と
。



るー
と大
と主主
に官
ょの
弓嘗

て及
し

袴式ニ

量若
菜王
家国

i f 
に対
来ず
るる
の有

E言
E喜
どの
ま危
り険

そは
の

要i
z i 
のの
役提
務案、カ三
そ歳
れ入
に事
伴項

事お
業い
とて
資行
本わ
をれ

失
う
こ
左
に
な
る
危
険
な
の
で
あ
る
。
こ
の
危
険
を
引
き
起
こ
し
た
符
外
実
業
家
の
懸
念
は

「
身
分
の
高
い
芦
律
家
た
も
の
意
見

E
」

に

よ

て

書
さ
れ
た
よ
う
で

そ
の

喜
家
求ヒ
ち
占ま

ホ

ム
の
ほ
立
か

与
る
推
定
を
反

撃
ぺ
き
実
業
家
の
能
方
に
っ

て

第
一
法
案
の
第
三
読
会
に
お
け
る
大
法
官
の
考
え
よ
り
も
よ
り
暗
い
見
解
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
大
法
官
は
、
こ
の
懸
念
を
無
視
す

る
の
は
誤
り
で
あ
り
、

選
定
住
訴
の
取
得
方
法
を
扱

メ
ス
ト
ン
噌
か
第
一
法
案
の
第
三
条
を
落
左
し
た
の
は
正
し
い
こ
と
、

お
よ
び
、

英国住所法改正の動向〈商資)

う
第
二
法
案
の
第
三
条
は
ウ
ィ
ナ
ン
ズ
事
件
の
定
め
る
現
行
法
に
制
定
法
的
形
式
を
与
え
る
の
で
一
る
っ
て
「
か
れ
の
恒
久
的
ホ
ム
ー
と

す
る
固
定
し
た
意
思
」
の
語
は
マ
ッ
ク
ノ
ー
ト
ン
婦
の
判
決
の
反
復
で
あ
る
と
と
を
鋭
則
し
た
。

第
二
読
会
の
討
論
に
お
け
る
後
続
の
演
説
者
の
う
も
、

ジ
ル
キ
ン
卿
と
デ

ι
ン
グ
卿
が
さ
き
に
是
認
さ
れ
た
国
際
私
法
委
員
会
の
勧

告
か
ら
の
後
退
に
関
心
を
表
明
し
た

τヨ
デ
ユ
ン
グ
卿
は

「
法
改
正
の
方
向
は
海
外
か
ら
の
実
業
刺
益
の
庄
迫
に
基
づ
い
て
退
け
ら

れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
の
見
解
に
は
賛
成
じ
な
い
が
、
既
述
の
ウ
ィ
ナ
ン
ズ
事
件
お
よ
ひ
ラ
ム
ゼ
l
事
件
に
お
い
て
、

ウ
ィ
ナ
ン
ズ
氏

お
よ
び
ボ
1
f
I
氏
は
と
の
国
に
お
け
る
「
滞
在
者
に
し
て
異
邦
人
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
右
の
二
つ
の
事
件
は
、
そ
れ
自
体
正
し

く
、
推
定
の
創
造
に
よ
っ
て
か
き
乱
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
と
の
ζ

れ
ま
で
支
持
さ
れ
な
い
立
場
を
左
っ
た
。
デ
ユ
ン
グ
卿
は
「
右

E
一

つ
の
事
件
は
良
識
に
基
づ
い
て
判
決
さ
れ
て
お
れ
九
住
所
は
各
事
件
に
お
け
る
現
実
の
問
題
、

一
は
相
続
税
、
他
は
遺
書
に
関
係
し
て

解
さ
れ
て
い
る
?
と

と
結
論
し
た
。

デ
ニ
ン
グ
卿
の
言
う
よ
う
に
、

ウ
ィ
ナ
ン
ズ
氏
が
こ
の
固
に
お
け
る
「
滞
在
者
に
し
て
異
邦

人
L

で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
相
続
税
は
己
の
固
に
所
在
サ
る
遺
産
に
の
み
探
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
勺
た
と
と
は
正
し
い
が
、
デ
ニ
ン
グ
卿

の
こ
の
結
論
に
逮
L
た
の
は
こ
の
事
件
を
審
理
し
た
八
名
の
裁
判
官
の
う
ち
責
決
院
の
多
数
た
る
二
名
の
み
で
あ
っ
た
こ
と
は
す
で
に

" 
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
も
っ
ル
も
デ
ユ
ン
グ
卿
は
右
の
判
決
は
欠
点
カ
た
い
と
は
主
張
し
た
か
っ
た
。
か
れ
は
、
本
謀
住
吉
に
付



日

の
語
に
与
え
ら
れ
る
こ
じ

せ
ら
れ
る
べ
き
丞
度
の
軍
要
性
と
人
の
居
践
に
関
す
る
意
思
の
検
討
に
お
し
て
「
億
久
的
」
(
旬
日
目
白
。

つ
け
の
解
釈
を
引
き
起
こ
し
た
と
解
さ
れ
る
判
決
中
の
若
手
の
章
句
を
界
経
し
た
。
し
か
し
、
と
れ
ら
要
因
一
か
ウ
ィ
ナ
ン
ズ
事
件
の
法

貴
族
の
多
数
を
ひ
き
つ
け
な
か
勺
た
な
ら
ば
、
反
対
の
判
決
が
な
さ
れ
た
で
一
あ
ろ
う
と
推
量
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
右
の
二
つ
の
事

件
は
「
良
識
に
基
づ
い
て
」
判
決
さ
れ
た
主
い
う
デ
ニ
シ
グ
卿
の
示
唆
に
同
意
す
る
と
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
L
C
一
も
か
く
、
法
案
は
第

三
説
会
を
這
過
し
、
委
員
会
へ
送
付
き
れ
た
。

X;D 

推
定
の
磁
棄
は
ふ
た
た
び
一
九
五
九
年
一
一
月
十
九
日
に
委
員
会
の
段
階
で
コ

l
レ
酌
滑
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
、

か
れ
は
「
実
業
家
側

を
批
評
し
た
官
官

そ
の
懸
念

の
根
拠
の
な
い
懸
念
を
単
に
泌
足
き
せ
る
た
め
の
わ
れ
わ
れ
の
訟
に
お
け
る
価
値
あ
る
進
歩
の
犠
牲
」

旨志

は
大
法
胃
か
き
き
に
提
示
し
た
根
拠
、
す
な
わ
ち
、
推
定
は
反
証
さ
れ
う
る
と
の
根
拠
に
基
づ
い
て
理
由
が
な
い
し
と
主
張
さ
れ
た
。
大

雑

法
官
は
か
れ
の
以
前
の
見
解
に
ひ
る
ま
ず
、

い
ま
や
ウ
ィ
ナ
ン
ズ
事
件
の
少
数
意
見
の
代
り
に
多
数
意
見
に
従
う
の
は
、
海
外
か
ら
の

学

人
々
の
聞
に
懸
念
が
現
に
存
在
す
る
こ
と
‘

お
よ
び
、
法
の
し
か
な
る
変
重
を
も
乏
期
し
て
と
の
懸
念
を
尊
重
す
る
の
が
当
を
得
て
い

法

る
ζ
と
を
強
調
し
た
。
か
く
て
法
案
は
委
員
会
の
段
階
に
お
し
て
間
意
さ
れ
、
そ
の
の
ち
、

二
月
二
十
四
日
に
討
論
な
し
に
第
三
説
会

戸

を
孟
過
し
た
宮
古

神

回
日
5
a
H
h
p
o
-
R巳
包
拠
品

R
P
Z
-
M
M凶
司

自

己

唱

B
G
E
E
Z
M
M
r
z
星

HV邑
司
〈
a
M広

S
H
笛

J
w
q
S
E
m尋
問
M
L
3
5

E
2
2
島
幸
富

ハ
4
v
g
E
j
d句。
r
N
F
P
g
h
E
Nや
?
N宇
田
!

〈

s
v
p
E
S
〈

a
N
-
p
g
h
N企
大
仲
間
宮
は
「
身
分
。
商
し
法
律
家
L

の
名
前
を
明
ら
か
に
し
な
か
っ
た
が
、
ザ
タ
イ
ム
ズ
低
の
践
者
寄

書
欄
で
海
外
美
雄
家
か
不
明
確
で
あ
る
こ
と
を
プ
ラ
ン
ド
が
指
摘
し
た

p
m
g且
「
吋
S
J
F
E
V
冨

R各
自
』

5
3
の
に
対
し
て
チ
ャ
ン
ド
ス

曹
が
第
司
法
属
に
反
対
す
る
「
身
分
の
高
い
法
盛
時
穿
」
の
一
人
L

と
し
て
こ
れ
に
答
え
た
。
『
a
n
Z
E
E
-
n
H民
E
4
4邑
9

包
泊

(
1》

ハ
2
》

《

3
V
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v

通
常
の
経
過
で
は
、
法
案
は
庶
民
院
に
よ
る
審
議
に
進
ん
だ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

四
月
十
六
日
に
法
案
の
主
唱
者
た
ち
は
そ
れ
を

と
り
ぞ
め
る
と
し
う
決
定
を
発
表
し
た

avG

数
日
後
に
そ
れ
は
静
か
な
幕
切
れ
と
な
っ
た
。
と
の
決
定
の
翠
自
は
、

し
た
が
っ
て

英国住所法改正の動向(酉費〉

海
外
実
業
家
の
懸
念
左
国
際
私
法
委
員
会
の
勧
告
と
は
お
の
お
の
明
ら
か
に
庶
民
院
に
お
い
て
可
能
な
支
持
者
を
持
ち
、
両
者
の
聞
に

受
諾
し
う
る
妥
協
の
道
を
見
出
す
と
と
が
で
き
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
法
案
の
主
唱
者
た
ち
は
あ
る
満
足
な
解
決
の
希
望
を
失
わ
な
か

っ
た
け
れ

rも
、
そ
れ
は
論
争
の
さ
な
か
に
発
見
さ
れ
そ
う
に
な
い
と
感
じ
た
。

四
月
十
六
日
の
発
表
に
先
だ
ち
、
そ
し
て
、
貴
族
院
に
お
け
る
第
三
議
会
の
段
階
の
の
ち
に
、

チ
ェ
シ
ア
は
ザ
タ
イ
ム
ズ
紙
の
務

者
寄
書
欄
に
お
い
て
国
際
私
法
委
貝
会
の
豊
定
を
放
棄
す
る
こ
と
の
功
罪
に
つ
L
て
広
範
な
紙
上
の
討
論
を
開
始
し
た
2
v
。

寄
稿
者

.. 
般
に

国
際
私

喜
員
会
の
提
案

" 同
情
的
で
あ

た
が

実

費
の
懸
念
を

量
で
な

と
し
て
退
bす
る

と
を
努
め
な
3か
ヲラ

式L

数
名
の
寄
稿
者
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
問
題
は

av、
現
石
行
法
を
、
歳
入
の
目
的
上
、
保
存
す
る
た
め
に
、

ま
た
は
、

家
族
の
ホ
ー
ム

が
営
業
も
し
く
は
職
業
の
目
的
よ
の
み
樹
立
さ
れ
て
い
る
と
き
に
第
一
次
的
推
定
を
適
用
し
な
い
こ
と
を
規
定
す
る
た
め
に
、
特
別
規

定
が
ど
う
し
て
法
案
中
に
も
た
ら
さ
れ
え
な
い
か
と
し
う
の
で
る
っ
た
。
と
の
問
題
は
銀
本
的
に
重
要
で
あ
る
巧

い
ま
だ
答
え
ら
れ

て
い
な
い
。
そ
れ
が
積
極
的
に
回
答
さ
れ
て
、
特
別
規
定
が
案
山
幽
さ
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
住
所
法
の
改
正
に
お
け
る
今
後
の
展
開
は
、

実
業
界
に
お
い
て
誠
実
に
、
だ
が
、

お
そ
ら
く
不
当
に
、

い
だ
か
れ
る
見
解
を
和
ら
げ
る
か
、

ま
た
は
、
そ
れ
を
無
視
す
る
己
主
に
依

窃

存
す
る
で
あ
る
う
。

さ
し
あ
た
り
、

カ
ン
フ
ロ
イ
ン
ト
が
言
う
よ
う
に

「
酉
ヨ
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
法
的
一
な
パ
て
U
N

の
構
(
己
。



弱

E
己
吋
g
a
o肖

EVACRUU
は
永
続
し
よ
う
と
す
る
。

第

お
よ
び
第

書
法
案
の
内-q 
と
そ
の

皇
お
よ
v' 
法
案
の

量
" 規定
に

苦
し
ホL
討
論
申ま
山
上
の

と
き
で
あ
る

第

法
案
の
撤
回
左
左
も
に
全
体
の
問
題
を
再
検
討
す
る
務
会
が
ヰ
し
、
新
し
L
拾
置
の
た
め
に
問
題
を
ふ
た
た
び
国
照
弘
法
委
員
会
に
付

託
す
る
ζ

と
が
可
能
で
あ
っ
た

auo

は
じ
め
に
提
示
し
た
付
託
条
件
の
も
と
に
、
国
際
私
法
委
員
会
に
対
す
る
付
託
が
一

か
く
て
、

九
五
九
年
十
一
月
十
三
日
に
な
さ
れ
た
。
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学法戸

四

国
際
私
法
委
員
会
第
七
報
告
書

布市

以
前
の
勧
告
の
再
検
討

国
際
私
棒
委
員
会
は
、
既
述
の
よ
う
に
、
第
一
報
告
書
に
お
い
て
住
所
法
の
実
質
的
な
変
更
を
勧
告
し
た
。
特
に
、
委
員
会
は
、
住

所
変
買
の
征
切
に
関
連
し
て
生
ず
る
か
の
悪
名
高
い
困
難
は
一
連
の
推
定
の
使
用
に
よ
っ
て
克
服
す
べ
き
こ
と
を
提
案
し
た
。
そ
の
推

定
の
う
ち
最
も
重
要
な
も
の
は
、
「
人
が
あ
る
国
に
そ
の
ホ
ー
ム
を
も
っ
左
会
は
、

か
れ
は
そ
こ
に
恒
久
的
に
住
む
意
思
を
有
す
る
と
推

定
す
る
も
の
と
す
る
L
(
住
説
法
法
典
第
二
条
口
規
則
一
〉

ζ

と
で
あ
q

た
。
こ
の
推
定
の
効
果
は
立
証
責
誕
の
負
担
を
変
買
す
る
と
と

で
あ
る
。
学
瓜
の
変
更
を
主
張
す
る
者
は
、

ホ
ー
ム
が
設
定
さ
れ
て
い
る
園
に
恒
久
的
に
と
ど
ま
る
意
思
を
も
は
や
証
明
す
る
必
要
は



言
は

設
定
>>ド

主
ず
る

警
を
度
置
す

き

i 
あ
る

の
推
定

導
入

現
状

実

富
喜
2 
7た

し
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
生
川
概
念
を
大
陸
諸
国
の
概
念
に
近
づ
け
、

い
わ
ゆ
る
反
致
条
約
に
英
国
が
加
入
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
と

考
え
ら
れ
た
。

-
九
五
八
年
五
月
に
委
員
会
の
第
-
報
告
書
に
基
づ
く
住
所
法
案
が
賞
展
院
に
提
出
さ
れ
た
が
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
貴
族
誌
に

よ
る
法
案
遭
遇
の
最
終
段
階
に
お
い
て
、
外
国
実
業
界
が
租
税
の
分
野
に
お
い
て
寄
せ
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
の
懸
念
が
表
明
さ
れ
た
。
か

れ
ら
が
英
国
に
と
も
に
住
む
家
族
を
有
す
る
と
き
、
住
所
訟
法
典
第
一
一
条
伺
の
規
則
三
は
適
用
さ
れ
て

か
れ
ら
が
ホ

l
ム
を
英
国
に

英国住日所法改正の動向〈商賢〉

も
っ

と
よ
り

宇
る
推
定
を
反
社
す
る
の
で
な
け
れ

置
に

普
喜
す
る

品
ホ
さ

れ
よ
う

立

重
任
カ2
提
案
の
よ
う

'" 移

転
す
べ
き
こ
と
は
、

か
れ
ら
に
と
っ
て
困
難
で
あ
る
と
と
が
主
張
さ
れ
た
。

am-
住
所
法
案
は
賞
旋
院
を
遜
過
し
た
が
、
ぞ
れ
以
よ
孟

展
せ
ず
‘

-
九
五
九
年
一
月
に
第
三
酔
凶
法
案
が
ふ
た
た
び
貴
族
院
に
提
出
さ
れ
た
。
こ
の
法
案
は
本
源
作
所
復
活
理
論
の
廃
止
の
ご

と
き
よ
り
小
き
L
多
く
の
改
善
と
と
も
に
現
行
法
を
法
奥
化
し
た
。
こ
F

』
に
法
案
中
最
も
重
要
な
特
性
は
人
は
「
あ
る
国
に
か
れ
の
恒

久
的
ホ

1
ム
と
す
る
固
定
し
た
意
思
と
と
も
に
居
住
す
る
こ
と
に
よ
勺
て
」
〈
第
三
条
)
そ
の
国
に
住
所
を
取
得
す
る
と
U
う
規
定
で
あ

っ
た
。
第
二
法
案
は
一
一
つ
の
根
拠
で
批
評
さ
れ
た

T
v。
第
一
法
案
の
支
持
者
は

国
際
私
法
委
員
会
の
主
要
な
勧
告
た
る
ウ
ィ
ナ
ン

ズ
挙
件
に
表
現
さ
れ
た
理
論
の
廃
止
を
実
現
す
る
試
み
の
敏
棄
を
悲
し
む
。
し
か
る
に
、
外
国
実
業
界
に
対
す
る
第
一
法
案
の
効
果
を

恐
れ
た
人
々
は
第
三
法
案
は
か
れ
ら
の
地
位
を
害
し
え
な
い
と
の
保
証
に
満
足
せ
ず
、
特
に
「
恒
久
の
」
(
明
日
包

E
る
が
「
永
遠
の
」

よ
り
少
な
い
あ
る
も
の
を
意
味
す
る
と
解
釈
さ
れ
る
の
を
恐
れ
た
。
こ
の
法
案
も
貴
族
院
を
遭
遇
し
た
が
、
主
唱
者
が

れ
を
滋
回
し
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

右
の
よ
う
に
住
所
法
案
に
対
ず
る
反
対
論
を
指
摘
し
た
の
ち
に
、
国
際
私
法
委
員
会
は
、
笑
国
は
現
状
に
お
い
て
反
致
条
約
の
当
事

m 

固
に
な
る
べ
き
も
の
と
は
考
え
な
い
治
、

し
か
し

4
第
一
報
告
書
に
お
い
て
勧
告
さ
れ
た
変
重
は
一
般
的
根
拠
に
基
づ
き
謹
ま

L
い
と



関

の
見
解
に
と
ど
ま
る

2u」
と
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

国
際
私
法
委
員
会
に
L

と
っ
て
第
一
の
問
屈
は

コ
モ
ン
ウ
エ
ル
ス
お
よ
び
外
国
の
実
業
家
に
よ
り
、

お
よ
び
、
そ
の
た
め
に
参
両
明
き

れ
た
懸
念
に
は
な
ん
ら
か
の
実
体
が
存
す
る
か
で
あ
る
《
乏
o

と
の
問
題
に
対
し
て
、
委
員
会
は
、

そ
の
比
率
は
不
明
で
あ
る
が

見

解
が
分
か
れ
た
。
若
干
の
委
員
は
そ
の
懸
念
は
か
な
り
鼓
張
さ
れ
て
L
る
左
感
じ
た
。
外
国
に
住
所
を
有
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
納
説

者
は
内
国
歳
入
委
員
会
か
ら
質
問
書
を
受
諾
し
、

か
れ
は
来
訪
の
目
的
お
よ
び
将
来
の
窓
恩
を
述
べ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
内
国
歳
入

= 
委
員
会
の
裁
定
に
対
し
て
は
特
別
委
員
会
に
訴
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
国
際
私
法
墨
員
会
第
{
報
告
書
の
提
案
す
る
訟
の
変
更
は
、
実

際
よ
、
最
も
例
外
的
な
場
合
を
除
き
、

い
か
な
る
場
合
に
も
実
質
的
畑
違
を
隼
ず
る
と
怒
像
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
す
る
。
他
方
!

総

若
干
の
委
員
は
、
「
も
し
提
案
さ
れ
た
立
証
責
任
の
転
換
が
個
々
の
事
件
に
一
お
い
て
重
大
な
結
呆
を
持
つ
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
懸
念
が
恨

雑

事
実
、

立
証
責
任
の
転
換
が
個
々
の
事
件
に
お
い
て

拠
な
し
と
し
て
退
け
ら
れ
う
る
の
を
見
る
の
は
困
難
で
あ
る
」
と
芳
え
た

zv。

学

重
大
な
結
果
を
持
ち
え
た
乙
と
に
疑
問
は
あ
り
え
な
い

L
《5
1

こ
の
変
更
に
よ
勺
て
影
響
さ
れ
る
人
々
の
数
を
見
積
る
こ
と
は
不
可

法

詣
で
あ
る
。
そ
の
見
語
り
不
可
能
な
ζ

と
が

お
そ
ら
く
、

」
の
閑
屠
に
つ
L
て
国
際
私
法
委
員
会
が
多
数
意
見
を
述
べ
な
か
っ
た
瑳

戸

由
で
あ
ろ
う
。
そ
の
代
わ
り
も
委
員
会
は
、
表
明
さ
れ
た
懸
念
が
「
確
か
に
純
正
で
あ
り
広
が
っ
て
い
る
」
と
述
ぺ
る
こ
と
で
揃
足
し

怖
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た
な
ら
ば
、

問

1
1
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ハ
6
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m
g
d
M
H
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肖

F
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ヲ
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民



梅
外
実
業
家
の
右
の
懸
念
に
応
じ
う
る
方
法
は
三
つ
あ
る
の
み
で
あ
る
。
第
)
は
推
定
を
放
棄
す
る
こ
L

乙
で
あ
る
。
第
二
は
ホ
ム

泊、

実
業
の
た
ゐ
に
設
定
さ
れ
る
と
き
t丈、
推
定
トヱ
適
用
さ

れ
え
な
L、

と
L、
う
趣
旨
で
推
定
に
対
す
る
例
外
を
定
め
る
= 」
と
で

あ
る。
第

三
は
推
定
を
砲
税
の
分
野
に
お
い
て
適
用
で
き
な
く
す
る
と
と
で
あ
る
。
第
一
の
方
向
は
、
サ
で
に
見
た
よ
う
に
、
国
際
私
法
書
員
会

が
拒
絶
し
た
。
第
二
の
方
向
は
委
員
会
が
検
討
し
た
。
第
三
の
方
向
は
委
員
会
が
言
及
し
た
。

第
二
の
方
向
は
魅
力
カ
な
い
で
あ
る
う
。

し
か
し
、
同
時
に
、
他
の
社
会
陽

「
栴
外
実
業
家
」
の
租
税
上
の
地
位
は
保
障
す
る
が
、

層
の
租
税
上
の
州
地
位
を
保
護
し
な
し
例
外
の
た
め
の
衡
平
な
弁
明
は
あ
り
え
な
い
ロ
か
く
て
、
新
し
い
程
視
責
任
の
回
避
と
い
う
目
的

英国住所法改正のZ師団貰〉

を
果
た
す
た
め
に
、
そ
の
総
定
に
よ
っ
て
、
も
し
推
定
が
制
定
さ
れ
な
か
っ
た
と
き
に
有
し
た
で
あ
ろ
ろ
住
所
を
変
更
す
る
主
う
な
影

響
を
だ
れ
も
受
け
な
い
こ
と
を
保
証
す
る
ご
と
き
例
外
が
起
草
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
る
る
う
。
し
か
し
、
国
際
私
法
委
員
会
は
議
会

弁
護
士
の
援
助
を
得
て
、
実
孝
家
の
場
合
の
み
を
含
む
例
外
を
、
事
実
、
起
草
し
た
。
報
告
書
に
現
わ
れ
な
し
理
由
に
よ
っ
て
こ
の
草

索
、
す
な
わ
ち
、
「
実
業
家
の
規
定
」
を
含
む
草
案
条
文
は
住
所
概
念
の
再
定
義
を
も
た
ら
し
た
。
草
案
は
次
の
ご
左
き
で
あ
る
す
M

ロ

「

と
の
法
律
に
定
め
る
規
則
は
人
の
里
民
の
決
定
に
つ
き
コ
モ
ン
ロ
ー
の
姥
尉
に
代
わ
る
も
の
レ
す
る
。

人
の
住
所
は
か
れ
が
通
常
居
住
し
、

か
っ
、
恒
久
的
に
佳
む
意
思
を
有
す
る
固
に
あ
る
。

と
の
法
律
第
四
条
に
定
め
る
場
合
を
除
い
て
、
あ
る
国
に
通
常
居
住
す
る
人
は
そ
ζ

に
恒
久
的
に
住
む
意
思
を
有
す
る
と
推
定

さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
推
定
は
異
な
る
意
思
の
証
拠
に
よ
っ
て
排
除
さ
れ
う
る
。

四

人
カミ

(.J 

そ
の
直
前
に
は
通
常
居
住
し
な
か
っ
た
固
に
お
い
て
官
職
も
し
く
は
雇
傭
の
義
務
を
履
行
し
、
も
し
く
は
営
業
、
白
由
業
そ

の
他
の
事
業
を
経
営
す
る
場
合
、
ま
た
は

開

ω 
本
条
例
項
に
定
め
る
者
の
怯
帯
の
一
員
と
し
て
あ
る
国
に
通
常
居
住
す
る
場
合
に
は
、



即

そ
の
闘
に
お
け
る
か
れ
の
通
常
の
居
所
は
か
れ
が
そ
こ
に
恒
久
的
に
住
む
意
思
を
有
寸
る
と
の
推
定
を
生
じ
な
i
b
o

」

理
由
が
一
不
さ
れ
な
い
の
で
、

か
っ
、
医
久
的
に
住
む
愈
思
を
有
す
る
す
よ
場
所
か
ら
「
か

人
の
住
所
が
「
か
れ
が
ホ
l
ム
を
も
ち
、

れ
が
遜
常
居
住
し
、

か
っ
、
恒
久
的
に
住
む
意
恩
を
有
す
る
」
場
所
に
変
更
き
れ
た
理
由
に
つ
い
て
推
測
す
る
の
は
有
益
で
は
な
い
。

と
に
か
く
、
そ
の
変
更
は
内
国
歳
入
庁
〈
照
属
品

の
敵
意
を
引
き
起
ζ

し
、
内
国
歳
入
庁
は
住
記
別
法
に
注
入

ohE自
己

m
g
E
B
)

さ
れ
た
「
逸
常
の
居
所
」
(
ロ
住
居
ミ

E
F
U
E
)
の
概
念
に
反
対
し
た
官
u

。
そ
れ
を
別
と
し
て
も
.
草
案
は
評
釈
を
求
め
ら
れ
た
す

べ
て
の
人
々
に
よ
っ
て
批
判
き
れ
た
。
主
な
批
判
は
、
例
外
に
含
ま
れ
る
た
め
に
は
、
「
実
業
家
」
は
現
在
の
地
位
に
つ
く
以
前
に
他
の

玄w

場
所

遜

皇
位

7た

を

E 
な
け
れ

あ

ま

他

豊

富

i 
す

人

話

社
会
的
も
し
く
は
教
育
的
目
的
で
屠
往
し
た
の
ち
に
こ
の
薗
で
雇
傭
に
つ
く
人
に
つ
い
て
は
ど
う
か
が
尋
ね
ら
れ
た
省
首

』

れ

"仁、

雄

ら
の
問
題
は
草
案
の
修
正
に
よ
っ
て
回
答
さ
れ
え
た
で
あ
る
う
。
し
か
し
、
接
員
会
は
、
「
わ
れ
わ
れ
は
批
判
者
を
満
足
き
せ
、
同
時
に
、

学

推
定
を
導
入
し
つ
つ
そ
れ
を
き
っ
た
く
無
価
値
と
す
る
ほ
ど
に
推
定
の
例
外
を
拡
大
し
な
い
、

い
か
な
る
文
言
が
案
尚
き
れ
う
る
か
を

法

委
員
会
は
問
題
を
よ
り
搬
し
く
提
起
し
て
、

衡
平
な
例
外
は
推
定
を
完
全
に
破
壊
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
述
べ

疑
う
」
と
述
べ
る

av

戸

る

と
も
で
き
た
で
あ
ろ
う

霊
会
bま

住

E 
案
治、

首
実
業
家
を
保
護
す

べ
き
規
定
の

有
無
を
関
手コ
ず
提
出
さ
れ
る
べ

E 
ら

神

ば
、
す
べ
て
の
目
的
の
た
め
最
初
の
法
奥
中
の
「
か
れ
の
ホ
l
ム
を
も
っ
」
の
需
に
立
ち
も
ど
る
の
が
望
ま
し
い
と
者
え
る

avロ

反
対
を
囚
遜
す
る
た
め
の
第
三
の
方
向
は
有
望
な
も
の
で
忘
る
が
、

そ
れ
に
関
寸
る
国
際
私
法
委
蚕
会
の
言
及
は
衝
潔
で
あ
り
、
満

足
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
財
政
的
住
所
(
智
弘
号

Baz
を
他
の
目
的
の
住
所
か
ら
分
扱
す
る
可
能
性
に
つ
い
て
委
員
会
は
次
の

よ
う
に
言
う
。
す
な
わ
ち
「
同
じ
包
闘
が
異
な
ヲ
た
文
脈
に
お
い
て
異
一
な
る
意
味
を
持
つ
v

』
と
に
対
す
る
反
対
L
ζ

は
別
に
、
と
に
か
士
、

細

書
分
野

お

豊
田
E 
分

署

ぴ
財
産

草
分
野

け

桑
な

意
味

量

i 

に
与
え
ら
れ
う
る

皇
え
る
の
Pま
や
や

量
で
あ
る

わ

わ

6ま
財
政
的
住
所
を
他
の

告
か
ら

長
す
る

と
カ過

言
し

と



ま
た
は
、
そ
の
実
行
可
能
性
に
つ
い
て
な
ん
ら
の
箱
諭
に
も
逮
し
一
な
か
っ
た
し
、
ま
た
、
実
際
、
そ
れ
を
努
め
な
か
2

た
。
と
も
か
く
、

内
閣
歳
入
庁
と
詳
細
な
討
論
を
し
な
い
で
決
め
る
と
と
は
不
可
能
で
一
あ
る
う
S
V」
と
。

委
員
会
は
同
じ
語
が
異
な
る
文
阪
で
異
な
っ
た
怠
味
を
持
つ
の
が
望
ま
し
く
な
L
理
由
、

ま
た
は
、
相
続
税
の
分
野
に
お
い
て
、
継

承
的

車
普

雪
お

ぴ

喜

善
P乙
お

て

首
さ

る
意
味

異

主
味
が
住
所
V亡

与
え

れ

与
え

の
は
閑

難
で
あ
る
べ
き
理
由
を
指
示
し
な
か
勺
た
。

ζ

れ
に
対
し
て
、
あ
る
語
が
異
な
る
文
脈
に
お
い
て
異
な
る
意
味
を
持
つ
こ
と
は
、
特
別

な
窓
味
の
用
い
ら
れ
る
領
域
が
定
義
き
れ
る
か
ぎ
り
、
反
対
で
き
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
新
し
し
住
所
懐
念
が
遜
周
し
一
な
レ
歳
入
法
の
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領
域
を
定
義
す
る
こ
と
に
は
困
難
は
な
い
は
ず
で
あ
る
と
の
評
釈
が
あ
る

av。
と
こ
ろ
で
、

右
に
引
用
の
章
句
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

委
員
会
は
現
行
の
住
所
規
則
が
財
政
約
目
的
の
た
め
に
保
存
さ
れ
る
場
合
に
、
所
得
税
の
分
野
に
お
L
て
い
か
な
る
困
難
を
も
予
見
し

な
か
勺
た
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。
委
員
会
の
議
論
は
相
続
税
の
領
域
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
そ
こ
で
は
一
九
四
九
年
財
政
法
目
S
H
O
O

〉
完

第
二
八
条
二
項
が
重
要
な
規
定
で
あ
る

gvQ
本
条
項
に
つ
い
て
は
、

第
一
住
所
法
案
に
対
す
る
異
議
の
説
明
に
お
い
て
言
及
し
た
が

そ
れ
は
一
般
的
に
次
の
よ
う
に
定
め
る
。
す
な
わ
ち
、
大
プ
り
テ
ン
島
の
外
に
所
在
し
、

か
っ
、
人
プ
リ
テ
ツ
烏
の
外
に
住
所
を
有
し

て
死
亡
し
た
人
に
属
す
る
財
産
は
、
「
そ
の
財
産
の
帰
属
ま
た
は
処
分
の
プ
ロ
パ

l
'
ロ
ー
が
イ
〆
グ
ラ
ン
ド
法
ま
た
は
ス
ヨ
ッ
ト
ラ
ン

ド
法
で
な
い
」
場
合
に
は
免
税
さ
れ
る
と
。
安
員
会
は
遺
言
者
の
遺
書
の
プ
ロ
バ

l
・
ロ
ー
そ
の
も
の
も
か
れ
の
住
所
に
依
存
し
、
相

続
税
と
健
闘
訴
の
多
く
の
事
項
を
支
配
す
る
の
で
、
と
の
場
合
に
財
政
的
住
所
を
一
般
の
住
所
か
ら
区
別
す
る
ζ

と
は
ほ
と
ん
と
不
可

能
で
あ
る
と
の
見
解
で
あ
る

az
こ
の
見
解
に
対
L
て‘

ζ

の
文
旅
に
お
い
て

「

プ

ロ

パ

ロ

l
」

の
表
現
は
動
声
の
帰
属
ま
た

は
処
分
の
場
合
に
は
死
亡
暑
の
最
後
の
佳
高
地
訟
を
、
不
動
産
の
塩
合
に
は
所
在
地
法
を
志
味
す
る

2
uの
で
怠
る
か
ら
、
「
プ
ロ
パ

ロ

」

の
表
現
t亡
よ
っ

て
筒
潔

に
述
ヘ
る
代
毒つ

り
B乞、
右
の
よ

A 
言
L、
換
え
が
広
範
に
説
明
さ
れ
た
な
ら
ば

「

告
」

の
語

事
政
的

臥

住
請
を
窓
味
す
る
と
定
め
て
使
用
す
る
ご
と
に
は
困
難
は
な
く
、
租
税
負
担
は
少
し
も
変
更
し
な
い
し
、
ま
た
、
コ
ノ
ロ
バ
・
ロ
」



位

の
語
句
と
位
前
概
念
の
繍
合
か
ら
J

生
ず
る
と
委
員
会
の
考
え
る
よ
う
な
問
題
も
存
じ
な
い
で
あ
ろ
う
左
マ
ン
は
批
評
す
る

SMO

xw 
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一
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年
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政
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第
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八
条
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修
正
さ
れ
て
iu
る。

雑学詑戸神

き

き
に
周

監
法
委
員
会
の
第

報

i 
ま
量
正
の

警
を
な
し
た

官
の

つ

" 英
国

わ
ゆ
る
反
致
条
約
の
当
事
国

在
る

主
蓄
に
す
る
た
め
で
あ

カi

委
員
会
tま
条

車
五
条
の

事
る

量

豊
の
除

去
を
め
ざ

富
里
な
き

れ
な

け
れ
ば
条
約
は
受
諾
さ
れ
え
な
い
と
の
結
論
で
あ
る
。
そ
の
困
難
は
、

イ
ン
グ
ラ
ン

F
法
は
常
居
所
地
の
蒸
準
を
定
め
て
い
な
い
し
、

ま
た
、
事
実
上
の
常
居
所
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
意
味
に
お
け
る
住
所
と
-
致
す
る
の
で
な
け
れ
ば
考
慮
さ
れ
な
い
か
ら
、
常
居
訴
を
外

薗
に
有
す
る
英
国
人
に
つ
い
て
条
約
第
一
条
の
住
所
を
常
居
所
左
解
す
る
と
条
約
は
活
動
し
な
く
な
る
と
と
で
あ
る
ハ
泊
三

ま
た
、

y、



ー
グ
国
際
私
法
会
議
に
関
連
す
る
あ
る
方
簡
に
お
い
て
、
条
約
第
一
条
、
第
二
条
お
よ
び
第
三
一
条
に
使
用
す
る
住
所
の
竪
聞
を
特
居
所
と

説
み
替
え
、

そ
し
て
当
事
者
の
常
居
所
固
ま
た
は
そ
の
本
国
が
住
所
の
コ
毛
ン
ロ
概
念
を
適
用
す
る
国
で
あ
る
場
合
に
は
、
当

吉
岡
じ

書
吃

ン

の
意
味
?乞
お
け
る

告
主
害
と
を

t 
に
有
す
る
k 
き
t亡
の
み
条
約
治ゐ

適
用
さ

れ
る
と
解
す

る
意
見
が
表
明
さ
れ
て
お

9
、
か
よ
う
な
見
解
の
存
在
は
条
約
の
解
釈
に
さ
ら
に
疑
問
を
投
げ
か
け
る
a
v
o

委
員
会
}之
条
条3
第

五
条
が
治省

な
り
の

困
難
を

宇
る
と
の
第

報
告
書
の

需
主
持
L 
て
条
約

高
判
す
る。
条

襲
五
条
官民主

少

く
と
も
条
約
を
採
択
す
る
異
な
る
国
々
の
立
法
府
や
裁
判
所
が
異
な
っ
た
解
釈
を
す
る
危
険
が
あ
り
、
条
約
は
衝
突
を
規
制
す
べ
き
目

央闘住所法改正の動向(西安〉

的
を
達
成
す
る
ど
こ
ろ
か
、
附
加
的
な
衝
突
を
生
み
出
す
か
も
し
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
第
五
条
は
条
約
の
活
動
領
ぷ
を
不
当
に
制
限
す

る
か
も
し
れ
ず
、

ま
た

コ
そ
ン
・
ロ

1
諸
国
と
の
衝
突
の
除
去
を
め
ざ
す
条
約
に
一
お
い
て
「
住
所
」
を
常
居
所
左
定
義
す
る
の
は
遺

ま
た
、
困
難
か
ら
解
放
さ
れ
て
は
し
な
い
。

憾
で
あ
る
。
常
居
所
は
2

モ
ン
e

ロ
の
概
念
で
は
な
く
、

寸
も
し
条
約
を
明
熊
に
す
る

た
め
F
L

仔
勤
の
開
衿
か
実
行
で
き
る
な
ら
ぽ
、

わ
れ
わ
れ
は
か
か
る
仔
動
は
価
値
が
あ
る
と
考
え
る
。
け
だ
し
、
わ
れ
わ
れ
は
条
約
第

条
な
し、

し
第

a 
飛

の
採
用
す
る
広
L、
原
員j
tま
健
全
で
あ
り、
数

正
t亡
わ
ずこ

品
際
的
実
行
に
お
し
て
混
献
を

生
し
た

E 
を
解
決

し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
は
疑
い
は
な
い
。
必
要
な
と
と
は
、
第
五
条
に
代
え
て
最
も
広
く
可
能
な
分
野
に
お
い
て
そ
の
劃
一
的
適
用
と

実
際
上
の
成
功
を
保
証
す
る
ご
と
き
言
語
に
お
い
て
条
約
の
範
囲
を
定
義
す
る
条
文
を
も
っ
て
す
る
と
と
で
あ
ろ
う
」
左
委
員
会
は
結

諭
す
る
(uvo

〈

"u
ハ
鉛
)

(
M
A
)
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i
g
P
E
P
F
 

E
u
-
z
 

z
u
l
 • 

回

国
際
私
法
委
員
会
は
第
七
報
告
書
館
一
郊
に
つ
い
て
そ
の
結
論
を
次
の
よ
う
に
要
約
す
る

auo



“ 
「

H 

問
題
に
対
す
る
接
近
有
荏
が
委
員
会
の
第
一
報
告
書
に
お
い
て
勧
告
さ
れ
た
よ
う
に
変
草
さ
れ
る
左
わ
れ
わ
れ
の
住
所
法
は
改

警
さ
れ
よ
う
。

同

己
の
固
に
居
住
す
る
コ
モ
ン
ウ
ヱ
ル
ス
お
よ
び
外
国
の
「
実
業
家
L

の
場
合
、
と
に
か
く
、
極
税
お
よ
び
相
続
税
の
課
せ
ら
れ

る
べ
き
こ
と
に
関
す
る
か
ぎ
り
‘
現
状
維
持
の
規
定
を
伴
わ
な
い
い
か
な
る
変
更
も
ふ
た
た
び
強
〈
反
対
さ
ホ
る
で
あ
ろ
う
。

国

海
外
か
ら
た
る
と
否
と
を
関
わ
ず
、
「
実
業
家
」
を
除
外
す
る
規
定
は
案
出
す
る
ご
と
が
で
き
、
そ
れ
は
た
い
て
い
の
場
合
を
含

X'IJI 

む
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
提
案
は
変
更
そ
の
も
の
を
隠
し
と
ん
Y
無
価
値
と
す
る
だ
る
う
し
、

お
そ
ら
く
、
そ
れ
に
対
す
る
敵
意
を
軽

識
し
な
い
だ
ろ
う
。

誌

同

「
財
政
的
住
所
」
を
他
の
目
的
の
た
め
の
住
肩
か
ら
分
離
す
る
奴
一
は
非
常
に
困
難
な
論
争
を
も
た
ら
す
。

雑

国

と
の
園
は
現
在
の
形
に
お
け
る
反
致
条
約
に
加
盟
す
べ
き
で
ほ
な
い
」
と
。

学

ハ

nv
ω
g
g昏
mav。
良
明
間
臼
園

M
N
U

怒

法戸

既
婚
婦
人
の
住
所

神

既
婚
婦
人
の
住
所
は
わ
り
に
感
情
的
な
主
題
で
あ
る
。
あ
る
人
々
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
夫
に
対
す
る
委
の
服
従
の
な
ご
り
で
あ
る

ち

他
の
人
々
に
と
勺
て
、
そ
れ
は
‘
他
の
概
念
が
木
使
を
き
た
す
の
に
比
し
て
困
難
が
少
な
い
概
念
で
る
る
。

し
か
る
に
、

多
く
の
鉛
糾
を
避
け
る
た
め
に
夫
と
委
の
住
所
の
統
-
を
維
持
す
る
の
を
望
ま
し
い
と
考
え
た
。
委
員
会
は
住
民
に
関
し
て
既
婚
婦
人

主

拒

高

官
命

夫

量

独

i 
車

る
べ
き
で
あ
る
と
勧
告
し
た
。
婚
姻
穣
婚
主
立
委
員
会
も
原
則
的
に
は
こ
の
見
頑
と
一
致
し
た
が
、
国
際
私
法
委
員
会
の
勧
告
は
裁
判



所
の
命
令
に
よ
っ
て
失
と
別
廃
す
る
妻
に
独
立
住
所
を
認
め
る
の
に
対
し
て
、
王
立
委
員
会
の
見
解
で
は
、
夫
左
独
立
の
生
活
を
L
て

い
る
婆
は
婚
姻
訴
訟
手
畿
を
な
す
た
め
K
独
立
住
所
を
主
張
す
る
権
利
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
だ
と
な
じ
た
【
2
》
点
が
相
達
し
た
。

王
立

委
員
会
の
勧
舎
の
と
の
部
分
を
実
現
す
べ
き
い
か
な
る
立
吾
も
い
ま
だ
通
過
し
な
い
。

一
九
五
八
年
に
貴
族
院
に
提
出
さ
れ
た
第
一
住
所
法
案
は
国
際
私
法
委
員
会
の
第
一
報
告
書
付
録
の
住
荒
川
法
法
典
に
基
づ
い
た
。
し

か
し
、
そ
れ
は
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
既
婚
婦
人
を
独
身
婦
人
主
同
等
視
L
な
い
こ
と
が
枇
野
さ
れ
た
。
法
案
は
の
ち
に
、
妻
の
住

所

" す
ぺ
て
の
目
的
の
た
め

; 
未
婚
で
あ
る
語、

の

そ
決
定
さ

る
べ

主
き

類
似
の
関
等
化

"仁

九

主
年
の
第

英国土主"法改正の動向〈繭賢〉

住
所

童
に
も
現
わ
れ
ナー

の
修
正

i 
ず
る
議
歯
}ま

自
訴
?正
手
続
e亡
お
し、

て
妻
に

2 
起

き
れ
る
不
正
夢、
妻
の
死
亡
tこ

際
す
る
人
的
財
産
の
帰
属
が
夫
の
住
所
地
法
に
よ
る
こ
と
か
ら
生
ず
る
困
難

ま
た
は
、
現
行
法
は
変
更

L
た
婦
人
の
地
位
に
一
致
し

な
い
と
の
見
解
に
蓋
づ
い
た
。
し
か
し
、
と
の
司
等
化
に
対
し
て
、
プ
ロ
ム
・
ク
l
パ
は
住
所
は
家
族
内
の
す
べ
て
の
財
産
権
を
検

査
す
る
た
め
の
蓋
礎
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
閑
簿
化
に
糾
泊
す
る
疑
問
を
ト
提
出
し
た

fv。

失
と
妻
の
住
所
の
統
一
の
現
行
法
か
ら
生
ず
る
困
難
に
つ
い
て
、
婚
姻
上
の
裁
判
管
轄
権
の
分
野
で
従
前
存
在
し
た
困
難
は
、
現
在

h玄、

一
九
五

U
年
婚
姻
訴
訟
事
件
法
第
一
八
条
に
よ
っ
て
除
去
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
除
去
が
実
際
よ
不
適
切
で
あ
る
ζ

と
が
判
明
し
た

証
拠
は
な
い
。
右
の
法
第
-
八
条
の
も
と
で
宣
告
さ
れ
た
判
決
が
外
国
で
承
認
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
は
若
干
の
疑
問
も
存
す
る
が
、

し

治、

し

奏
の

独

i 
に

聖
て

書
さ
れ
た
判
決

よ

大
き
な

E 
'0 
承
認
を
受
け
る

ろ
ろ
k 
想
定
す

Z 
ん
ら
の
翠

由

も
な
い
。
判
決
を
承
隠
す
ぺ
き
外
国
裁
判
所
は
、
適
常
、
自
国
法
よ
管
轄
権
の
要
祥
が
満
た
さ
れ
る
こ
止
を
要
求
す
る
の
で
あ
っ
て
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
裁
判
所
が
管
轄
権
を
行
使
し
た
形
式
的
な
根
拠
に
は
か
か
わ
ら
な
い
の
で
あ
る
。
国
際
私
法
委
員
会
は
既
婚
錫
人
が
独

立
住
所
を
民
ゐ
符
合
す
る
と
と
が
で
会
な
い
こ
と
は
、

租
税
の
分
野
ハ
4
V
円
以
外
で
は
、

ほ
と
ん
ど
実
際
的
意
味
を
持
た
な
い
k
考
え
る
よ
う

街

あ
る

そ
し
究

費
に
財
産

喜
す
る

i 
人
に

霊
法
上
の

量

宇
る

あ

て
も

そ
れ

歳
入
法

霊
の
根



" 
拠
で
あ
る
か
も
し
れ
な
し
が
、
住
所
法
変
重
の
根
拠
と
な
ら
な
い
官
官

夫
と
ホ
ム
を
作
ろ
う
ル
す
る
妻
は
婚
姻
と
同
時
に

ま
た
、

彼
女
が
な
ん
の
関
迷
も
有
せ
ず
、

関
連
す
る
意
思
の
な
い
固
に
住
面
を
有
す
る
と
と
も
あ
り
う
る
が

こ
の
よ
う
な
事
例
官
》

治、

つ

は
し
ば
し
ば
で
な
く
、
そ
の
図
難
は
夫
に
つ
い
て
も
同
様
な
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
真
に
菌
建
か
経
験
さ
れ
る
唯
一
の
分
野
は
動
産
相
続
の
場
合
で
あ
勺
て
、
委
員
会
は
と
れ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
評
釈
を
す

る。

「
夫
と
妾
が
事
実
上
別
居
す
る
が
、
婚
姻
が
な
お
存
続
L
、
な
ん
ら
別
房
命
令
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
委
の
動
産
は
、

X祖

そ
の
死
亡
に

際
し
て、

彼
女
治ド

ア£
ん
の

関
速
を

喜
L 
な
L、
法
体
系
の
も
と
に

置
す
る.> 
も
し
れ
ぬ。

わ
会L
わ
れ
の
w 
』

の

場
合
の
評

釈
は

問
題
の

妾
Vま

著

書
に
よ

て

壁
の

財
産
を
好
き
な
よ
う
に

処
分
で
き
る
の
で

そ
れ
治:

夫
の

i 
楼
の
も
止
に
帰

誌

属
す
る
の

E 
無

害
で
死

宇
る
と
き
の
み
で
あ
ろ

も
し
婚

理
霊
法

富
者
双
方
に
消
援
し

な

需
を
与
え

学雑

る
場
吾
に
は
右
の
解
決
に
な
ら
な
い
こ
と
が
砲
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
と
の
場
合
、
妻
は
夫
の
権
利
を
消
被
さ
せ
る
よ
う
に
彼
女
の
財

雇還
を

告
で

t 

夫

主

需
を
消
滅
さ
ぜ
る

に
か
れ
の

E 
を
処
分
で
き
な

皇
起
し

れ

主

法

も
ち
ろ
ん、

夫
}土、

豊
後

'0 
」

の

濯
の

消
誠
し
え
t， 
し、

需
を
与
え
る
国
に
新
し
し、

ま
を
取
得
す
る
か
も
し
れ
な
し、。
わ
れ
わ

戸

れ
は
か
よ
う
な
場
合
に
出
く
わ
さ
ず
、

ま
た
、
そ
れ
に
つ
い
て
な
ん
の
証
言
も
な
い
け
れ
ど
も
、
あ
る
事
情
に
お
し
て
は
、
と
と
に
園

神

か
っ
、
し
ば
し
ば
不
可
避
的
な
困
難
の
場
合
は
、
少
く
と
も
、

ひ
と
じ
く
重
大

難
の
可
権
性
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

か
か
る
例
外
的
、

な
不
正
、
不
便
お
よ
び
不
安
定
が
他
の
い
く
つ
か
の
方
向
に
お
い
て
つ
〈
ら
れ
る
べ
き
で
一
な
い
な
ち
ば
、
受
容
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い【
7
v
」ル」。

そ
の
tま
か

妻

i 
の

勤

喜
か
夫
の

新
し

住
所
を
知
ら
な

場
合
も
あ

う
る
ヵ:

菌
際
私

i 
会
1< 

E 
統

よ

事

る
困
難
は
、
む
し
ろ
、
例
外
的
で
あ
る
と
考
え
、
件
出
所
の
阜
湖
、
す
な
わ
ち
、
要
の
独
立
住
所
が
引
き
起
こ
サ
困
難
の
方
を
よ
り
重
要

視
し
た
。



英国住所法改正の動向〈西費〉

ハ1
V

貴
族
院
に
お
け
る
上
記
の
デ
エ
シ
グ
卿
の
演
誕
を
怠
周
回
デ
ニ
ン
グ
卿
は

G
a叫
(ag
町
宮
阿
賀
旦
A
q

明
日
8
5
3
t
滋
a
M
V
M
切
る
箆

法
"
に
お
い
て
も
同
じ
E
R
M
鵬
を
逸
べ
る
@
な
お
こ
の
事
件
は
マ
ル
タ
人
男
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
人
女
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
有
効
な
反
容
婚
を
な
し
た
が
、

の
ち
夫
が
マ
山
N

タ
に
去
っ
て
マ
h
N

タ
裁
判
所
に
よ
り
燭
姻
無
効
判
決
を
え
た
。
実
は
イ
ン
グ
ラ
ン
vr
鍵
判
所
に
婚
姻
の
無
A
宣
告
ま
た
は
歯
車
措
判
決

を
申
し
立
て
、
婚
姻
は
有
効
に
存
続
す
る
と
の

F
級
審
判
決
に
上
訴
し
た
事
件
で
あ
る
。
上
慌
が
箸
で
は
マ
ル
タ
裁
判
訴
の
婚
姻
無
効
判
決
は
管
格
権

は
要
は
夫
の
住
所
を
と
る
と
の
規
則
に
基
づ
き
理
院
あ
る
も
の
だ
治
、
管
総
権
あ
る
裁
判
所
の
判
決
で
も
イ
シ
グ
ラ
ン
ド
の
事
質
的
正
義
に
反
す
る

場
合
は
承
認
さ
れ
な
い
と
し
て
上
訴
を
認
容
、
夫
に
よ
る
遺
棄
を
理
歯
に
離
婚
判
決
が
な
さ
れ
た
。

ハ
2

v

b岡
弘
窓
口
旬
も
】
司

R
p
m関心
NAm

〔

S
)
m
z
F
g
A
M
O弓
官
凶
♂
」
門
官
民
日
5
r
宮
崎
昏
』
ω
工
8
9

ハ
エ
外
園
の
所
得
を
有
し
そ
の
夫
が
遠
合
王
国
に
住
所
を
有
す
る
妻
は
、
彼
女
の
外
国
の
所
得
に
対
す
る
連
合
£
国
の
祖
続
の
支
払
の
回
避
を

(
5》

mag長
剛
戸
昔
話
f
'
E
5
2
8

(
6
》
た
と
え
ば
、

A
国
に
屠
粛
を
有
し
な
も
が
住
所
を
有
し
て
い
て
す
ぐ
に
B
固
に
定
住
し
よ
う
と
す
る
男
。
C
園
に
偉
訴
を
有
ず
る
女
L

と
A

B
両
国
以
外
の
と
こ
ろ
で
婚
姻
す
る
場
合
で
あ
る
@
同
毘

F
可
宵
凶
竺
(
凶
)

ハ
7
》

F
F
喝
容
創
巴
{
同

独
立
住
所
か
ら
生
ず
る
困
難
は
、
も
し
既
婚
婦
人
が
独
身
婦
人
と
同
等
視
さ
れ
る
k
、
彼
女
は
あ
る
事
情
に
お
い
て
は
い
か
に
そ
れ

を
欲
し
て
も
夫
の
住
所
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
と
と
で
あ
る

2
y

」
う
し
た
事
情
は

H
固
に
住
所
を
有
す
る
男
が
W
国

に
住
所
を
有
す
る
女
L

ζ

H

国
以
外
の
と
と
ろ
で
婚
姻
す
る
場
合
に
生
ず
る
で
一
あ
ろ
う
。
妻
は
臼
固
に
ホ

1
ム
を
設
定
す
る
の
で
な
け
れ

ば
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
設
定
す
る
ま
で
、

H
固
に
住
玩
を
有
し
え
な
も
で
あ
ろ
う
。
こ
の
事
態
に
対
L
、
現
行
法
で
は
妻
は
欲
し
な
〈

と
も
H
国
に
住
読
を
有
す
る
ζ
v
と
に
な
る
Lζ

の
反
論
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
適
常
の
事
情
に
お
い
て
は
「
た
い
て
い
の
夫

" 
と
妻
は
同
じ
属
人
訟
を
有
す
る
乙
ど
を
欲
す
る
で
あ
ろ
う
」

と
述
べ
る
委
員
会
の
見
解
宮
ν
に
同
意
し
な
い
と
と
は
図
離
で
あ
ろ
ヲ
ロ



" 
し
た
が
勺
て
上
記
の
事
情
は
よ
り
印
象
的
で
あ
る
と
芳
え
ら
れ
る
D

か
よ
う
な
事
情
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
規
定
を
設
け
る
こ
と
に

よ
勺
て
奏
は
夫
の
住
所
を
取
得
す
る
と
と
が
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
既
婚
場
人
は
単
な
る
窓
患
の
み
に
よ
っ
て
夫
の
住
所

を
取
得
で
き
る
、

ま
た
は
‘
第
三
に
、
既
婚
婦
人
は
司
彼
女
が
反
対
の
窓
恩
を
証
明
し
な
い
か
ダ
り
‘
婿
姻
と
問
時
に
夫
の
住
所
を
取

得
す
る
と
推
定
さ
れ
る
と
。
国
際
私
法
委
員
会
は
そ
れ
ぞ
れ
の
可
能
性
を
検
討
し
た
治
、
ど
ち
ら
に
も
賛
成
し
な
か
っ
た
。

ま
ず
、
第
一
の
解
決
は
魅
方
が
な
L
Q
け
だ
し
、
委
員
会
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
彼
女
の
死
亡
後
に
事
実
を
確
証
す
る
の
は
ほ
k
ん

XVI 

ど
つ
ね
に
不
可
能
で
あ
る
う
し
、
多
く
の
場
合
、
彼
女
は
こ
の
問
題
に
留
意
し
た
な
ら
ば
、

お
そ
ら
く
さ
よ
う
な
意
思
を
有
し
た
か
も

L
れ
な
い
が
、
事
実
上
そ
れ
を
決
し
て
考
慮
し
な
か
づ
た
で
あ
ろ
う
」
か
ら
で
あ
る
G
3

誌

第

の

解
決、
す
t， 
わ
ち

推

高
取
得
の

要
tま
よ
り
魅
力
的
で

あ
る

" . 
い

の
解
決
に
対
し
て

委
員
会
Bま
第

に、

そ
れ
}ま

雑

マ
ン
は
こ
の
反
対
に
対
L
て、

委
員
会
は
婚
姻

「
埠
提
案
さ
れ
た
法
変
更
の
範
囲
を
大
い
に
誠
少
す
る
で
あ
ろ
う
L
K反
対
す
る

av

学

と
雨
時
の
推
定
的
取
得
に
つ
い
て
の
み
語
る
が
、
そ
れ
は
不
当
に
制
限
的
で
あ
っ
て
、
推
定
的
取
得
が
婚
姻
申
を
通
じ
て
な
さ
れ
る
と

法

左
は
可
飽
で
あ
り
、
夫
の
住
所
以
変
更
す
る
と
、
事
衰
の
反
対
の
意
思
が
証
明
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、
業
の
住
所
も
変
更
す
る
。
こ
う
し
た

戸

よ
り
広
い
図
式
を
念
頭
に
置
け
ば
、
そ
の
解
決
は
、
自
由
が
望
ま
れ
る
す
べ
て
の
場
合
、
す
な
わ
ち
、
委
が
夫
の
住
所
を
取
得
し
て
そ

神

委
員
会
の
反
対
は
疑
わ
し
い
ξ
批
稗
す
る
《
認
可

第

tヒ、

れ
に
従
う
と
と
も
管
欲
じ
な
か
ウ
た
す
べ
て
の
費
長
含
む
の
で
あ
っ
て
、

と
の
推
定
は
住
所
を
意
思
の
み
に
よ
っ
て
取
得
ま
た
は
保
有
す
る
可
能
性
を
認
め
る
だ
る
う
が
、
委
員
会
は
そ
れ
に
反
対
で
、

ζ

の
可

能
性
は
男
性
に
は
、
既
婚
た
る
と
否
と
を
関
わ
ず
、
認
め
ら
れ
て
い
な
い
と
述
べ
た
白
百

こ
れ
に
対
し
て
は
、

推
定
は
住
読
を
与
え

る
た
め
に
な
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
憲
思
が
そ
れ
自
体
重
要
な
の
は
、
現
存
の
佳
請
を
保
存
す
る
と
と
が
主
張
さ
れ
る
と
き
、
す
な
わ

ち

妻

" 夫
の
本
源

告
た
は
最
後
の

語

手
る

彼
女

既
存
の

語

i 
し
な

た

の

貫
主
あ
る

き
の
み
で
あ
る
よ
う
に
恩
わ
れ
、
委
員
会
の
主
担
割
に
か
か
わ
ら
ず
、
意
思
の
み
に
よ
る
住
扇
の
保
有
は
現
行
法
の
も
と
で
も
、

玄
武己、



委
員
会
が
第
一
報
告
書
に
お
L
て
提
案
し
た
住
所
注
浅
典
に
お
い
て
も
遇
常
の
こ
と
で
あ
る
左
批
評
さ
れ
る

av
意
恩
の
み
に
よ
る

住
所
の
保
有
は
、
今
回
、

人
が
選
定
住
所
を
取
得
し
た
意
思
を
放
棄
し
な
い
で
、
選
定
住
所
地
以
外
の
法
織
に
居
住
す
る
場
合
に
生
子

る

ay
ま
た
、
そ
れ
は
、

委
員
会
の
提
案
の
も
と
で
は

人
が
恒
久
的
に
居
住
す
る
意
思
を
持
た
な
い
法
域
に
ホ
ー
ム
を
も
っ
場
合

に
生
じ
う
る
の
で
あ
っ
て
、

か
れ
の
以
前
の
住
所
は
そ
の
意
思
の
ゆ
え
に
存
続
す
る
で
あ
ろ
う
。

委
員
会
は
第
一
報
告
書
に
お
い
て
、
別
居
が
裁
判
所
の
命
令
に
よ
弓
て
櫨
定
き
れ
る
ー
と
き
に
、
別
居
中
の
安
に
独
立
住
所
の
取
得
を

詳
し
た
が
、
そ
の
関
連
に
お
い
て
、
委
員
会
は
改
正
の
最
後
の
可
能
性
と
し
て
、
遺
棄
仰
の
夫
は
安
お
よ
び
未
成
年
の
子
の
住
所
を
変

英国住所法改正の動向〈西賢〉

更
す
る
と
と
は
で
き
な
い
と
定
め
る
ご
と
を
検
討
し
た
が
、
遺
棄
に
合
ま
れ
る
主
観
的
要
業
は
身
分
に
つ
い
て
ζ

う
し
た
解
決
を
不
通

切
と
し
、

ま
た
、
妻
は
夫
の
住
所
の
変
更
の
結
果
服
す
る
新
し
い
法
体
系
を
刺
周
し
よ
う
し
と
欲
守
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
理
由
に
そ

れ
に
反
対
し

av、
住
所
の
統
一
は
夫
が
遺
棄
し
て
い
る
と
き
に
も
継
続
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

』
れ
に
対
し
て
マ
ン
は
、

委
員

会
の
考
え

よ
り
6ま

推

富
解
決
の
方
が
望
ま
し
L、

霊
的
解
決

'" 手
る
反
対
11 
そ
れ
ほ
ど
恐
る
べ

E 
の
で

ーま
な
u、

そ
し
て

錐
定
的
解
決
は
既
婚
婦
人
の
地
位
の
変
更
を
保
託
す
る
最
も
便
利
な
方
法
と
な
ろ
う
と
論
じ
て
い
る

B
Y

妻
に
独
立
住
所

量
得
す

品
限
を
与
え
る

と

事
事
き
な
ら
ば

そ
の
権
限
行
使
の
法
ょ
の
効
呆
を

普
す
べ
き
で
あ
る

女
一
権
論
者
は
、
通
常
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
盲
目
的
で
あ
る
が
、
安
員
会
は
、
こ
の
問
題
に
論
及
し
て
次
の
主
う
に
言
う
。

「
国
際
私

訟
の
あ
る
重
要
な
規
則
は
夫
と
妻
が
同
一
の
原
人
法
体
系
を
持
つ
こ
と
を
想
定
す
る
@
わ
れ
わ
れ
は
特
に
子
供
の
詐
所
を
支
配
す
る
規

則
に
論
及
し
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
も
し
夫
と
妻
カ
異
な
る
住
所
を
持
つ
べ
き
な
ら
ば
、
そ
の
子
供
は
出
生
に
際
し
し
か
な
る
住
所
を
取

得
す
る
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
夫
婦
財
麗
契
約
玄
た
は
継
承
的
財
産
処
分
の
な
い
左
き
に
配
偶
者
相
互
の
動
産
に
対
す
る
権
利
を
定
め

る
規
則
が
あ
り
、

ま
た
、
あ
る
法
体
系
に
は
、
死
亡
者
の
生
残
配
偶
者
左
子
供
は
遺
産
の
分
配
に
つ
い
て
死
亡
者
の
遺
言
に
よ
っ
て
消

ω 

滅
せ
ら
れ
え
た
レ
権
利
を
有
す
る
と
の
規
則
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
規
則
は
配
偶
者
が
v
ど
も
に
同
一
の
住
所
、
そ
れ
ゆ
え
、
同
一
の
属
人



" 
法
を
有
す
る
か
ぎ
り
衡
平
に
よ
く
行
わ
れ
る
。
そ
の
土
、
衝
突
訟
に
は
予
期
し
な
い
問
題
が
生
じ
や
す
く
、
た
と
い
わ
れ
わ
れ
が

こ
の
点
を
念
頭
に
置
い
て
婚
姻
、
嫡
出
お
よ
び
相
続
の
ご
と
き
問
題
を
扱
ラ
す
べ
て
の
規
則
を
精
査
し
て
も
、
も
し
失
と
委
ー
か
独
立
住

所
一
珍
有
す
る
な
ら
ば
現
行
規
則
が
よ
く
行
わ
れ
な
い
そ
の
他
の
場
合
は
存
L
な
い
と
言
う
の
は
性
急
で
あ
る
う

aど
と
。

子
供
の
本
源
修
所
内
現
在
ー
そ
の
両
親
の
住
所
の
統
一
に
依
存
す
る
。
伝
統
的
見
解
に
よ
れ
ば
、
本
源
住
所
は
子
供
が
嫡
ぬ
で
あ

る
か
非
嫡
出
で
あ
る
か
に
応
じ
て
、

父
ま
た
は
母
か
ら
受
け
取
ら
れ
る

avb
動
産
に
お
け
る
財
産
権
に
関
連
し
て
委
員
会
が
羽
一
甘
す

xw 

る
困
難
は
無
視
で
き
な
い
が
、
そ
れ
は
怒
意
向
に
の
み
解
決
さ
れ
う
る
。
夫
震
財
産
契
約
の
な
い
と
き
、

一
方
の
配
偶
者
に
婦
璃
す
る

動
産
に
つ
い
て
の
他
方
配
偶
者
の
権
利
に
つ
い
て
、
配
偶
者
い
ず
れ
の
住
所
地
誌
に
よ
っ
て
も
不
公
平
を
生
じ
う
る
子
と
は
委
員
会
の

S志

委
員
会
は

夫

指
摘
す
る
と
お
り
で
あ
り
8
1
こ
の
不
公
平
は
解
放
の
価
格
と
認
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

雑

き
独
立
住
所

喜
す
べ
き
提
案
の
変

更
泡ゐ

t， 
さ
れ
言ニ
場
合
に

夫
と
萎
ヵ:
異

な
る
属
人
訟
を
持
ち

現

3 
行
わ
れ
な

か

学

な
る
と
き
に
も
、
衝
突
す
る
夫
ま
た
は
奏
の
い
ず
れ
か
の
属
人
法
を
優
先
さ
せ
る
規
定
を
置
く
の
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、

こ
の
よ
う

穣

な
規
定
は
、
実
質
上
、
住
所
統
-
の
原
則
を
ふ
た
た
び
事
入
す
る
ζ

と
に
な
る
と
の
見
解
で
あ
る
〔
沼
市

戸

委
員
会
の
指
摘
す
る
右
の
困
難
は
、
委
員
会
が
ふ
た
た
び
確
認
し
た
第
一
報
告
書
の
制
限
的
な
勧
告
、
す
な
わ
ち
、
管
轄
裁
判
訴
の

神

命
令
に
よ
り
夫
か
ら
別
居
し
て
い
る
婦
人
は
彼
女
自
身
の
茸
雲
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
勧
告
の
も
と
で
も
す
べ
て
生
じ
う
る

と
言
う
の
は
辿
切
で
あ
ろ
う

霊
会

は

の
事
情
の
も
と
宅?

発

宇
る
関
難
に

'" 言
及
し
な
L、

" 
委
員
会
。ま

，. 
な
る

星
の

発

生
を
も
念
頭
に
定
か
な
か
っ
た
と
想
定
す
る
の
が
公
平
で
あ
る
。
け
だ
L
・
委
員
会
は
、
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
そ
の
勧
告
を
理
由

づ
け
て
「

富
者
の

盟
お
よ
び
そ
の
財

車
" z 
経

歴
の
金
体
を
考
慮
し
た

? 
の
判
決
あこ

よ
勺

て
調
査
さ
れ
て
お
り

新
し

い
基
礎
の
ょ
に
置
か
れ
て
い
る
」
ル
述
べ
る
雀
ぢ
し
か
し
、
別
居
命
令
は
、

可
能
な
相
続
権
の
検
討
ま
た
は
変
更
を
伴

た
と
え
ー
は

う
と
の
結
論
は
法
上
も
事
実
上
も
出
て
と
な
い
で
あ
ろ
う
。
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同

日

切

ω
1
3
1
1包

E
I笛

国
司
問
問
与
S

V

宮
回
同
島

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
、

フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
の
経
験
を

委
員
会
は
既
婚
婦
人
に
つ
L
て
の
結
論
を
要
約
す
る
前
に
、

簡
単
に
芳
察
L
士
。
こ
の
様
、
法
の
比
較
は
歓
迎
さ
れ
る
泊
、

ア
メ
リ
カ
法
へ
の
論
及
は
住
所
の
自
由
に
反
対
す
る
織
論
と
し
て
使
扇

" 
さ
れ
る
己
主
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
委
員
会
は
次
の
よ
う
に
言
っ
た
。

「
委
が
『
住
所
』
を
有
す
る
連
合
の
州
に
よ
っ
て
彼
女
に
詐

容
さ
れ
る
離
婚
が
夫
の
州
に
よ
り
承
認
さ
れ
る
べ
き
か
の
問
題
は
、
意
法
第
四
条
一
項
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
非
常
に
重
大
な
困
難
を



" 
生
み
出
し
た
で
あ
ろ
う
。
右
の
条
項
は
『
各
州
は
他
州
の
一
般
法
令
ョ
記
録
お
よ
び
裁
判
手
続
に
対
し
て
+
分
な
信
頼
と
借
用
を
与
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
』

k
規
定
す
る
。
ア
メ
リ
カ
の
州
裁
判
所
に
よ
る
離
婚
判
決
が
連
合
を
遍
じ
て
承
認
さ
れ
、

し
た
が
令
て
、
『
骸
行

離
婚
』
が
相
当
大
幅
に
緩
和
さ
れ
て
い
る
の
は
大
い
に
ζ

の
規
定
の
結
果
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

か
よ
う
な
解
決
は
連
合
王
国
の
裁
判

zm
に
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
連
合
王
国
の
裁
判
所
ほ
そ
れ
自
身
の
住
所
概
念
を
適
用
す
る
義
務
が
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
多

く
の
場
合
に
、
婦
人
は
離
婚
を
得
た
国
に
は
健
所
、
を
有
じ
な
か
っ
た
と
判
示
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
生
ず
る
不
安
と
衝
突
は
法
的

X百

に
厄
介
で
あ
り
、
社
会
的
に
望
ま
し
く
な
い
で
あ
ろ
う
翁
ど
と
。

こ
の
議
論
の
カ
を
知
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
十
分
な
信
頼
と
符
周
炎
項
は
、
独
立
住
所
が
現
実
的
で
あ
る
よ
り
は
む
し
ろ
形
式

誌

的
な
場
合
に
、
判
決
の
承
認
を
強
制
サ
る
こ
と
に
よ
勺
て
、
合
衆
国
に
お
け
る
独
立
住
所
の
概
念
を
援
助
す
る
よ
り
は
む
し
ろ
堕
落
き

維

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
裁
判
所
が
判
決
の
承
認
を
拒
む
の
は
、

そ
れ
が
住
所
の
判
決
で

せ
て
き
た

aち
そ
う
で
な
い
と
し
て
も
、
今
日

学

な
い
こ
と
、

ま
た
は
、
寸

z
s
a〈
国

T9bzgvの
規
則
に
も
た
ら
さ
れ
ラ
る
判
決
で
な
い
こ
と
が
窪
歯
な
の
で
あ
る
が
、
外
国
判
決
承

法

認
の

の

宮
，< 
満
式=
さ
れ
な

事
態
tま
確
カs
に

あ
る
tま
ず
で
あ
る

そ
う
し
た
事
態
』土

法
的
10 

F 
で

あ
り

i 
t亡
望
ま
し
く

戸

ま
工
、
:
、

R
O
T
L
カ

L
か
し
、
既
婚
婦
人
に
独
立
住
所
を
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
外
国
判
決
の
承
認
が
拒
否
き
れ
る
事
件
数
が
増
大
す
る
か
、

神

ま
た
}ま

減

字
る
2か
t乙
つ
L、
て
の

草
2ぷ
な

法
的

E 
介
き

在
香
Vこ
望
ま
し
く
な

置
は
変
わ
ら
な

治も

も
し
れ
な

5
v
a
2
2昏
初

av。
三
宮
担
得
(
U
)

〔

M
V
剛
ぜ
恒
権
。

h
v
s
y
o間
色
色

m
a
x肖
P一司。戸

M
E
S
h
w
F
u
a
E
γ
ω
a
F
g
p
ω
S
G
S。
昌
也

よ
ぴ
大
法
曹
の
討
論
を
参
煎
a

ハ
必
》

4
3
a
a
4町
民
島
勾
門
凶
@
句
協

]
M
V
M怠
妻
に
援
鐙
を
宣
告
し
た
サ
ウ
ス
ウ
畠

1
ル
ズ
畿
判
所
の
管
轄
権
は
そ
の
一
八
九
九
年
媛
婚
訴

硲
事
保
法
第
-
穴
条
例
に
基
づ
〈
が
、
そ
れ
は
イ
シ
グ
ラ
ン
ド
の
-
九
三
七
年
婚
姻
訴
鞍
手
件
延
ぬ
士
一
一
-
-
条
の
管
格
権
と
間
一
で
あ
る
巴
ム
ホ
ド
ア
ン

卿
正
壷
的
に
相
互
怯
を
有
寸
る
管
稽
績
の
承
認
主
最
む
こ
と
は
原
則
と
札
裁
に
反
す
る
と
暫
不
L
屯
司
書

の
デ
エ

y
グ
卿
、
キ
l
ス白剤お

に
い
わ
ゆ
る
防
相
主
位
は
L



? 

わ
ば
管
韓
権
に
お
け
る
栂
互
主
些
密
で
あ
る
a

本
件
に
つ
tw
て
矢
ケ
崎
武
騰
、
「
芙
園
法
に
お
け
る
外
周
判
決
承
認
の
条
件
と
し
て
の
相
亙
主
義
に
関
す

る
考
察
、
法
政
研
究
二
八
巻
三
穴
三
頁
以
予
審
問
。

委
員
会
は
そ
の
結
論
を
第
七
報
告
書
の
第
二
郎
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
要
約
す
る
袋
】
。

肘

管
轄
権
あ
る
裁
判
所
の
命
令
に
よ
っ
て
夫
か
ら
別
局
し
て
い
な
い
既
婚
婦
人
に
す
べ
て
の
目
的
の
た
め
に
独
立
住
所
を
取
得
す

る
権
利
を
与
え
る
と
と
は
生
じ
う
る
い
か
な
る
利
益
に
も
ま
さ
る
法
的
紛
糾
を
も
た
ら
す
だ
ろ
う
。

肘

も
し
も
既
婚
婦
人
に
す
べ
て
の
白
的
の
た
め
に
独
立
住
所
を
ま
た
は
、
独
立
作
所
取
得
の
機
利
を
与
え
る
と
と
が
決
定
さ
れ

英国住所按改正の動向〈函賢〉

る
べ
き
な
ら
ば
、
少
な
く
と
も
、
次
の
よ
う
に
定
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

既
婚
婦
人
は
、
意
思
の
み
に
よ
っ
て
夫
の
住
所
ま
た
は
属
人
法
を
取
得
ま
た
は
保
有
す
る
ζ

と
が
で
き
る
べ
く
、
彼
女
は
、

a
 

反
対
の
証
拠
な
き
か
ぎ
り
、
そ
の
意
思
を
有
す
る
と
推
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

夫
と
萎
が
異
な
る
周
人
法
一
秒
有
す
る
場
合
に
、
現
行
の
国
際
弘
法
規
則
が
行
わ
れ
な
い
と
き
は
、
衝
突
に
際
し
て
、

か
れ
ら

ω問
の
一
方
の
属
人
法
が
優
先
す
べ
き
で
あ
る
」
と
。

《
泌
》
史
当

a吾
maEP-Edr
法

五

結

蔭

一
九
五
一
年
の
本
歯
法
と
住
所
地
訟
の
聞
の
低
触
を
規
制
す
る
た
め
の
ハ

l
グ
条
約
案
を
機
縁
と
し
て
、
英
国
国
際
私
法
委
員
会
は

第
一
報
&
肩
書
に
お
L
て
国
際
私
法
統
一
の
障
害
と
な
る
住
所
法
の
欠
陥
を
是
正
し
、
住
所
を
人
が
ホ

i
ム
を
も
ち
か
っ
恒
久
的
に
住
む

意

早
告
す

書
主
義

恒
久

住

B 
反
延

長
定

高
李

基
裁

器
命

問

て
夫
と

量
し
て

る
既
婚
鰐
人

在
所
取
得
能
力
を
認
め

是
正
案
を
勧

空
ち
悶
崎
郡三

位

E 
の

E 
と
と
も
k乙



" 
グ
の
い
わ
ゆ
る
反
教
条
約
は
、
含
み
の
多
い
声
明
に
従
1

旬
、
受
話
し
う
る
と
の
態
度
を
示
し
た
。
こ
の
提
案
は
、
英
国
内
外
に
お
い
て

一
般
的
に
歓
迎
さ
れ
た
。

一
九
笠
八
年
に
こ
の
提
案
に
基
づ
く
住
所
法
案
が
貴
族
院
に
お
L
て
審
議
さ
れ
る
や
改
正
の
機
運
は
高
ま
弓

告

審

草
等

喜

i 
独

t 
事
能

i 

も
積
極
的
で
あ
号
、
位
。
し
か
る
に
、
住
罰
法
の
改
正
、
特
に
立
証
責
任
の
変
更
が
、
海
外
実
業
家
の
私
混
上
の
地
位
に
も
た
ら
す
思
念

ひ
い
て
は
実
関
の
経
済
に
及
ぼ
す
影
響
の
た
め
に
、
改
正
業
は
後
逗
し
、

-
九
五
九
年
の
第
三
位
訟
法
案
に
お
い
て
は
第
一
法
案
に
含

X羽

ま
れ
た
推
定
は
省
略
き
れ
、
若
干
の
修
主
を
除
け
ぽ
、
調
印
行
訟
を
確
定
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
の
で
あ
り
、
結
局
、
住
所
法
案
は
主
唱
者

の
撤
回
に
よ
り
静
か
な
幕
切
れ
と
な
っ
た
。

誌

住
所
法

警
の
問
題
を
再

苦
し

高
際
私

事
員
会
の

第
七
報

事

九
六

'" K之
公
刊
さ
れ
た

ま
童
正
の

量
が

維

ふ
た
た
び
活
気
づ
け
ら
れ
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
。
そ
の
第
一
部
に
お
け
る
結
論
は
、
第
一
報
告
書
の
勧
告
に
よ
る
改
善
を
望
ま
し
い
左

学

老
え
な
が
ら
も
、
海
外
実
業
援
の
租
税
に
関
す
る
懸
念
が
存
す
る
と
と
を
認
め
た
。
し
か
し
、

そ
の
懸
念
に
対
応
み
1
4
、
き
適
切
な
方
策

法

は
立
て
な
か
っ
た
。
す
で
に
、
第
二
住
所
法
案
の
提
案
、
そ
れ
の
吋
論
お
よ
び
批
評
に
お
い
て
、
推
定
は
祖
殺
の
分
野
で
効
果
を
持
つ

戸

と
と
、
後
羊
な
例
外
的
但
奮
が
推
定
を
無
に
す
る
と
と
は
知
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
歳
入
の
目
的
の
た
め
に
の
み
現
有
の
住
所
法
を

神

保
存
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
当
時
に
お
い
て
も
、

ま
た
、
第
七
報
告
書
に
お
い
て
も
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
な
L
O
マ
ン
が
批
評
す
る
よ
う
に
、
海
外
実
業
家
の
租
税
負
担
の
変
貢
を
望
ま
な
い
で
、
歳
入
の
目
的
の
た
め
に
現
行
法
を
保
存

す
る
可
能
性
が
探
求
さ
れ
る
ま
で
は
、

委
員
会
は
推
定
を

委
員
会
の
と
る
べ
き
政
策
は
決
定
さ
れ
な
L
と
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
?
ち

続
け
る
こ
と
を
決
定
す
る
が
、
直
税
負
担
の
変
更
を
回
避
す
べ
き
可
能
性
を
探
求
し
て
い
な
い
。

「
財
政
的
住
所
」
を
他
の
目
的
の
た

め
の
住
所
、
す
な
わ
ち
、
国
際
忍
法
ょ
の
住
所
か
ら
分
離
す
〈
き
乙
と
は
、
委
員
会
の
言
う
よ
う
に
、

は
た
し
て
困
難
な
こ
と
で
あ
ろ

う
念
。
国
際
私
法
委
員
会
の
第
一
報
告
書
は
歓
迎
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
だ
け
に
委
員
会
が
第
七
報
告
書
に
お
い
て
箱
詰
に
迭
し
な
か



っ
た
と
と
は
き
わ
め
て
不
尋
常
で
あ
る
う
。

第
七
報
告
書
の
第
一
一
部
に
お
い
て
委
員
会
は
、
管
格
裁
判
所
の
命
令
に
よ
勺
て
別
院
中
の
既
婚
婦
人
に
つ
い
て
の
第
一
報
告
警
の
提

案
以
上
に
、
既
婚
婦
人
は
独
立
住
所
を
有
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
考
え
に
は
ほ
と
ん
ど
熱
心
で
な
し
よ
う
に
恩
わ
れ
る
。
し
か
し
、
動

産
に
お

る
防

車
京三

塁
し
て

宇
品
難
を
除
け
ば

量
婦
人

に
独
立
住
所

量
得
す

品
E慢
を
与
え
た

華
字
る
盟
難

そ
れ
ほ
ど
恐
ろ
し
い
も
の
で
な
く
、
委
員
会
の
反
対
に
か
か
わ
ら
ず
、
既
婚
婦
人
の
地
位
の
変
更
は
、
反
対
の
意
思
の
証
明
が
な
い
か

ぎ
り

彼
女。，
夫
の
住
所
を

書
す
る
と
の

豊
富
決
に
よ
勺

て

号
る
の
カ
最
も
便
宜
で
』ま

な

か
左
考

え
ら
れ
よ
う

動
産

炎図住所法改正の動向(西賢〉

に
お
け
る
財
産
権
に
つ
い
て
の
例
外
的
困
難
は
怒
意
的
に
解
決
さ
れ
る
が
、
法
を
変
更
寸
る
こ
と
の
代
債
と
し
て
非
常
に
高
価
で
あ
る

と
は
恩
わ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

最
後
に

第
七
報
告
書

" 第
報

喜
の
勧

言
書
し
式ヒ

童
英
国

" 現
在
の
形

'" お
け
る
反
致
条
約
P乙
加

害
べ

き
で
な

と
の
結
論
に
達
し
た
。

か
く
て
、

一
九
五
一
年
の
本
国
法
と
住
所
地
訟
の
聞
の
低
触
を
規
制
す
る
た
め
の
ハ
!
グ
条
約
療
は
、
佳
定
例
地

法
国
と
し
て
第
一
に
予
想
さ
れ
る
英
国
の
脱
落
に
よ
っ
て
所
期
の
目
的
を
速
し
え
一
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
と
の
反
致
条
約
の
経
験
は

ハ
グ
会
識
に
お
い
て
す
で
に
新
し
い
教
訓
を
生
み
出
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
寸
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

一
九
六
O
年
の
第
九

会
期

'0 
草
さ
れ
た

i 
分
の

主
t乞
関
す
る

喜
衝
突
に
関
す
る
条
約

" 遺
言
過
の
見
地
，語

ら
第

条
に
選
択
的
に
多
く
の
退

結
点
を
定
め
た
が
、
処
分
ま
た
は
死
亡
当
時
に
お
け
る
遺
言
者
の
住
所
も
、

そ
の
常
居
所
と
と
も
に
、
連
結
点
と
さ
れ
た
。
し
か
じ
、

問

書
項
の
規

宅
す
な
わ

; 
特
定
の
地
に

告
書

ど

，-
の
閑
麺

そ
の

法
に

の
規

主
義

に
お
L
て
困
難
を
も
た
ら
し
た
。
住
所
概
念
決
定
に
関
す
る
効
果
法
(
宮

S
目
。
)
の
こ
の
規
則
を
大
陸
法
の
諸
国
治
支
持
し
た
の
で
、

英
国
代
表
は

F
〉

E
色
町
三
zv
に
表
明
さ
れ
る
法
語
地
法
(
宮
内
0

民
)

の
立
場
を
主
草
し
た
R
S
U
O

英
国
の
提
案
に
基
づ
い
て
第
九
条

宿

に
「
各
締
約
国
は
第
一
条
第
五
項
に
か
か
わ
ら
ず
、
遺
言
者
が
住
所
を
有
す
る
地
を
法
廷
地
法
に
よ
弓
て
決
定
す
る
権
利
を
留
保
で
き



76 

る
レ
と
の
規
定
訴
追
加
さ
れ
た
。
締
約
国
聞
に
佳
子
町
概
念
の
相
違
が
あ
り

し
か
も
、
条
約
の
批
准
を
図
る
た
め
に
は
留
保
の
工
夫
を

す
る
の
が
正
し
い
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
‘
英
国
は
京
国
法
と
住
所
地
法
の
聞
の
低
触
を
規
制
す
る
た
め
の
条
約
案
を
受

錯
し
な
か
勺
た
治
、
遺
言
処
分
の
方
式
に
関
す
る
法
律
衝
突
に
関
す
る
条
約
に
し
わ
ぱ
積
極
的
に
加
盟
す
る
と
と
が
で
き
た
。

xv置

T
》

冨

曽

s
f
a
A
M格
m
g
B同
Y
M
8
5
V
3
3
2
J一司こ
ω
巴

ハ2
v
m句
〉

B
a青
刈
【
回
怠

g
g
M
gぬ
本
件
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
で
死
亡
し
た
英
国
人
遺
言
者
の
住
所
広
つ
い
て
、
住
所
は
法
廷
抱
た
る
f

シ
グ
ラ
ン
ド
裁
判
所
に
よ
っ
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
住
所
の
原
則
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
べ
き
こ
と

a判
示
さ
れ
、
】
喝
さ
副
大
件
遺
言
者
の
住
所
は

フ
ラ
ン
ス
に
あ
る
と
認
定
さ
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
法
は
本
国
訟
と
し
て
英
法
を
指
定
す
る
が
、
そ
の
序
致
を
認
め
る
の
で
フ
ラ
ン
ス
常
渇
適
用
さ
れ
ち

こ
の
二
重
宣
致
に
つ
い
て
跡
部
定

F
郎
、
「
反
致
主
義
に
関
寸
ゐ
英
酒
豪
判
例
に
就
て
l

『
法
学
情
義
二
六
巻
四
号
多
版
。

〈

s
v
c
s
s
n
p
w
J
v
"
z
z
p
園
高

g
n
E苛
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a
却
h
a
k
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g
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E
&
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E
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E
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E目
L
E
b
o
a
e同
書
言

E
を

世
両
首
見
ダ
〈

a
z
{
3
2
Y
】
匂
詳
川
上
太
郎
、
一
漕
.
慢
の
方
式
の
穆
拠
訟
に
関
す
る
ハ

1
グ
条
約
の
形
成
過
盟
、
良
商
法
雑
誌
四
九
巻
豆
六

号
参
照
。
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